
浄

土

教

と

大

集

経

幡 

谷 

明 

浄
土
教
は
、
仏
教
に
時
機
相
応
の
真
宗
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
て
き
た
宗
教
で
あ
る
。

そ
の
浄
土
教
の
基
本
的
立
場
で
あ
る 

時
機
観
の
上
で
、
重
要
な
意
義
を
占
め
る
経
典
と
し
て
、

五

箇

五

百

年

説

を

説

く

大

集

経(

大
乗
同
性
経
の
三
時
思
想
と
対
応
す
る)

が 

お
る
。

で
は
、
中
国
・
日
本
に
お
い
て
展
開
し
た
浄
土
教
に
お
い
て
、
大
集
経
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
親
鸞
に
よ
る
真
宗
仏
教
の
開 

顕
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

㈠

隋
代
に
僧
就
が
編
纂
し
た
大
集
経
六
十
巻
は
、
北
凉
曇
無
讖
訳
の
前
二
十
六
巻
お
よ
び
日
密
分
三
巻
と
智
厳
宝
雲
訳
の
無
尽
意
菩
薩
品 

四
巻
と
、
那
連
提
耶
舎
訳
の
日
蔵
分
十
二
巻
、
月
蔵
分
十
一
巻
、
須
弥
蔵
分
二
巻
等
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。

こ
の
中
、
浄
土
教
と
特
に
深 

い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
那
連
提
耶
舎
が
五
六
六
年
又
は
五
六
七
年
に
、
曇

延

・

霊

蔵

・
彦
琮
等
の
当
時
に
お
け
る
一
流
の
学
僧 

と
と
も
に
、
訳

出

し

た
も

の
と

さ
れ

る

最

後

の

部

分(

日
蔵
分
・
月
蔵
分
・
須
弥
蔵
分)

で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
大
乗
大
方
等
大
集
日
蔵
経
、
 

大
乗
大
方
等
大
集
月
蔵
経
、
大
乗
須
弥
蔵
経
と
し
て
別
行
さ
れ
て
も
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
殊
に
浄
土
教
に
と
っ
て
重
大
な
意
義
を
占
め 

て
い
る
の
は
、
大
集
日
蔵
経
と
大
集
月
蔵
経
で
あ
り
、
特
に
そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
末
法
思
想
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
末
法
思
想
が
問 

題
と
な
っ
た
の
は
、

六
世
紀
の
後
半
か
ら
で
あ
り
、
南

岳

慧

思(

五
一
五
—
五
七
七)

が
四
十
三
歳(

五
五
八)

の
時
に
著
わ
し
た
立
誓
願
文
に
、



末
法
の
語
が
み
ら
れ
る
の
が
、
中
国
の
仏
教
者
に
よ
る
最
初
の
指
摘
で
あ
る
こ
と
は
、

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
慧
思
の
立
誓
願
文
は
、
 

北
周
破
仏
事
件
以
前
で
あ
り
、
大
集
経
訳
出
の
ハ
年
前
で
あ
っ
て
、
慧
思
が
何
に
よ
っ
て
末
法
を
注
意
し
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
学

②
 

者
に
よ
る
と
、
大
集
経
訳
出
以
前
の
那
連
提
耶
舎
と
の
個
人
的
な
接
触
に
よ
る
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

六
世
紀
後
半 

以
降
、
中
国
で
末
法
思
想
が
流
行
す
る
に
至
っ
た
主
た
る
動
機
は
、
大
集
経
等
の
訳
出
、
紹
介
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
当
時
の
法 

難
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
流
行
を
促
進
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
末
法
思
想

③
 

に
先
行
す
る
正
法
か
ら
像
法
へ
と
展
開
す
る
危
機
感
は
、
す
で
に
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
初
期
大
乗
仏
教
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
魏
・ 

晋
・
南
北
朝
時
代
に
は
中
国
仏
教
徒
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
叡
の
成
実
論
序
、
曇
影
の
中
論
序
、
 

慧
義
の
雑
門
論
、
謝
礼
運
の
慧
遠
法
師
誅
等
に
は
、

正

法

・
像
法
に
つ
い
て
関
説
さ
れ
て
お
り
、
曇
鸞
の
浄
土
論
註
に
も
そ
れ
を
見
る
こ 

と
が
出
来
る
。

続
高
僧
伝
に
よ
る
と
、
曇
鸞
は
浄
土
教
に
帰
入
す
る
以
前
に
、
大
集
経
の
註
釈
を
試
み
た
時
期
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
 

そ
の
場
合
の
大
集
経
は
、
曇

鸞

の

生

存

年

代(

四
七
六
——
五
四
三?
)

と
大
集
経
の
訳
出
年
時
と
の
関
係
か
ら
み
て
、

曇
無
讖
が
晋
安
帝
時 

(

三
九
七
—
四
一
ハ)

に
訳
出
し
た
も
の
等
で
、

那
連
提
那
舎
が
五
六
六
年
に
訳
出
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

曇
鸞
の
著 

書
に
は
、

末
法
と
い
う
言
葉
は
見
出
さ
れ
な
い
。

当
時
、
羅
什
訳
の
法
華
経
安
楽
行
品
に
、
仏
入
滅
よ
り
後
と
い
う
意
味
で
の
末
法
の
語

④

は
見
出
さ
れ
て
も
、
未
だ
三
時
思
想
に
お
け
る
末
法
を
説
く
経
典
が
訳
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
る 

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

正
法
と
像
法
に
つ
い
て
説
く
賢
劫
経
、
悲
華
経
等
の
諸
経
典
が
す
で
に
訳
出
さ
れ
て
お
り
、
曇
景
が
摩
訶
摩
耶
経 

を
訳
出
し
た
の
は
、

四
七
九
——

五
〇
一
一
年
で
あ
り
、
曇
鸞
と
同
時
代
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
経
典
に
よ
っ
て
、

正
像
の
一
一
時
に
つ
い
て
は
す 

で
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
曇
鸞
も
ま
た
像
法
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
浄
土
論
註
上
巻
に
、

「
世
尊
我
一
心 

帰
命
尺
十
方
无
导
光
如
来 

願
生
安
楽
国
」

と
い
う
、

浄
土
論
願
生
偈
の
帰
敬
偈
を
註
釈
す
る
に
当
っ
て
、

「
世
尊
者
諸
仏
通
号:

：:

此 

言
意
帰
一
ー
釈
迦
如
来
『 

何
以
得
レ
知
、

下
句
言
一
ー
我
依
修
多
羅
『 

天
親
菩
薩
、
在
ー
ー
釈
迦
如
来
像
法
之
中
—'I

順
二
釈
迦
如
来
経
教̂
 

所
以
願
レ
生
。



⑤

願
生
有
レ
宗
、
故
知
此
言
帰
レ
於
ー
ー
釈
迦"

：
：:

」

と
解
説
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
讃
阿
弥
陀
仏
偈
に
、

「
本 

師
龍
樹
摩
訶
薩
誕
二
形
像
始
一
理
一
ー
頹
綱
一 

関
ー
ー
閉
邪
扇
一
開
ー
ー
正
轍-

是
閻
浮
提
一
切
眼 

伏
ー
ー
承
尊
語
一
歎
喜
地 

帰
一
ー
阿
弥
陀
一
生
一
ー
安 

⑥
楽
ー
」

と
、
龍
樹
を
讃
仰
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
せ
ら
れ
る
。

こ
の
讃
歌
は
、

菩
提
流
支
の
訳
出
し
た
楞
伽
経
に
説
か
れ
た
、
所 

謂
楞
伽
の
懸
記
に
基
づ
い
て
表
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
龍
樹
の
誕
生
を
像
法
の
始
め
と
す
る
記
事
は
、
 

そ
こ
に
見
出
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

曇
鸞
が
付
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
、

訳
出
さ
れ
た
摩
訶
摩
耶
経
に
、

正
法
五
百
年
の
後
、
 

像
法
亠
ハ
百
年
に
馬
鳴
が
出
世
し
、

七
百
年
に
龍
樹
が
出
世
し
た
と
い
う
指
示
が
み
ら
れ
智
度
論
巻
ハ
ハ
に
「
仏
滅
度
五
百
年
後
、
像
法
中 

」

の
語
が
み
ら
れ
る
か
ら' 

あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
参
照
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
曇
鸞
が' 

龍
樹;

世
親
の
出
現
し
、
活
躍
し
た
時
代
を
特
に
像
法
の
時
代
と
し
て
捉
え
、
し

か
も

そ

れ

を

龍

樹.

世
親
に
お
け
る
願
生
浄
土
の
重
大 

な
理
由
の
一
つ
と
し
て
問
題
に
し
た
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
梁

の

元

帝

承

聖

元

年(

五
五
一
一)

に
末
法
に
入
る 

と
い
う
説
に
よ
る
な
ら
、
曇
鸞
の
時
代
は
ま
さ
し
く
像
法
の
終
り
に
相
当
す
る
。
曇
鸞
が
た
と
え
末
法
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と 

し
て
も
、
像
法
の
終
り
に
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
充
分
知
り
得
た
こ
と
で
あ
り
、

そ

の

危

機

感

が

龍

樹

・
世
親
に
つ
い
て
、
特
に
そ 

の
像
法
時
を
注
意
し
た
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
曇
鸞
は
像
法
の
終
り
で
あ
る
五
濁
無
仏
の
時
代
を
生
き
る
煩
悩
成
就
の
凡
夫
と
し 

て
時
機
を
捉
え' 

そ
の
危
機
意
識
に
お
い
て
浄
土
を
願
生
し
た
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
末
法
の
語
が
な
い
と
し
て
も
、

そ
の
危
機
感
は
末
法 

を
悲
痛
し
た
人
々
の
そ
れ
と
同
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

浄
土
教
史
上
、
末
法
と
い
う
こ
と
が
、
文

献

お

よ

び

思

想

，
教
学
の
上
で
始
め
て
登
場
す
る
の
は
、
三
階
教
の
信
行
と
同
時
代
人
で
あ 

る

道

綽
(

五
六
二
——
六
四
五)

の
安
楽
集
に
お
い
て
で
あ
る
。
玄
中
寺
の
和
尚
と
呼
ば
れ
る
道
綽
は
、
隔
世
の
師
で
あ
る
曇
鸞
の
教
学
の
優 

れ
た
、
 

よ
き
後
継
者
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
的
に
い
っ
て
も
す
で
に
末
法
に
入
り' 

そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
な
周
武
帝
の
廃
仏
事
件
を
体
験 

し
た
道
綽
に
と
っ
て
、
末
法
と
い
う
事
実
は
決
定
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
安
楽
集
は
、
汎
く
諸
経
論
を 

援
引
し
て
末
法
時
に
開
か
れ
る
浄
土
門
の
意
義
を
開
顕
し
た
も
の
で
あ
る
。

那
連
提
耶
舎
の
大
集
経
訳
出
は' 

道

綽

の

幼

少

時(

五
歳)



に
当
り
、
そ
れ
は
北
周
破
仏
事
件
に
ま
で
至
る
当
時
に
お
け
る
混
乱
の
世
相
を
反
映
し
、

そ
れ
を
予
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
 

安
楽
集
に
お
け
る
大
集
月
蔵
経
の
引
用
は
、
僅
か
四
文
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
は' 

無
量
寿
経
の
二
十
一
回
、
涅
槃
経
の
十
三
回
、
華
厳
経
・ 

維
摩
経
の
七
回
、
十
方
随
願
往
生
経
の
五
回
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
て
、
引
用
回
数
と
し
て
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。

し
か
し' 

道
綽
に
よ 

っ
て
、

こ
の
経
典
に
説
か
れ
た
五
箇
五
百
年
説
が
注
意
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
後
世
の
浄
土
教
に
と
っ
て
重
大
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
な
っ 

た
。

故
に
安
楽
集
所
引
の
大
集
経
の
文
を
掲
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

㈠

巻

上
(

第

一

大

門

・
一
、
教
興
所
由)

大

集

月

蔵

経

帚
は)

云
。

「
仏
滅
度
後
第
一
五
百
年
、
我
諸
弟
子
学
レ
慧
得
ー
ー
堅
固7

第
二
五
百
年
、
学
レ
定
得
ー
ー
堅
固!' 

第
三
五
百
年
、 

学
一
多
聞
，
読
誦
一
得
一
堅
固
『
第
四
五
百
年
、

造
一
ー
立
塔
寺­

修
レ
福
懺
悔
得
一
一
堅
固
『
 

第
五
五
百
年
、

白
法
隠
滞
多
一
一
有
靜
訟"

微
有
一
ー 

善

法-

得
一
堅
固
ご 

又
彼
経(
£

む
牡)

云
。

「
諸
仏
出
レ
世
有
一
四
種
法
一
度
一
ー
衆
生
『 

何
等
為
レ
四
。

一
者
ロ
ニ
説
十
二
部
経
『
 

即
是
法
施 

度
ー
ー
衆
生
『
二
者
諸
仏
如
来
有
一-
無
量
光
明
相
好
『

一
切
衆
生
、
但
能
繫
レ
心
観
察
無
レ
不
レ
獲
レ
益
。
是
即
身
業
度
ー
ー
衆
生
『
三
者
有
一-
無 

量
徳
用
・
神
通
道
力
・
種
種
変
化~

即
是
神
通
力
度
ー
ー
衆
生
『 

四
者
諸
仏
如
来
有
一
ー
無
量
名
号
『

若
総
若
別
。

其
有
一
ー
衆
生
一
繫
レ
心
称 

念
、
莫
レ
不
一-
ー
除
レ
障
獲
レ
益
皆
生
一
ー
仏
前
『
即
是
名
号
度
一
一
衆
生
ご

計
二
今
時
衆
生
一
即
当
ー
ー
仏
去
レ
世
後
第
四
五
百
年
『
 

正
是
懺
悔
修
レ
福
応
レ
称
ー
ー
仏
名
号
一
時
者
。
若
一
念
称
ー
ー
阿
弥
陀
仏
へ 

即
能
除
ー
ー
卻
ハ 

十
億
劫
生
死
之
罪
『

一
念
既
爾
、

況
修
一
ー
常
念
一
即
是
恒
懺
悔
人
也
。

又
若
去
レ
聖
近
即
前
者
修
レ
定
修
レ
慧
是
其
正
学
、
後
者
是
兼
。
 

如
去
レ
聖
已
遠
則
後
者
称
レ
名
是
正
、
前
者
是
兼
。

何
意
然
者
、
塞
由
一
ー
衆
生
去
レ
聖
遙
遠
、
機
解
浮
浅
暗
鈍-

故
也
。

是
以
韋
提
大
士 

自
為
及
哀
ー
ー
ー
愍
末
世
五
濁
衆
生
輪
廻
多
劫
徒
受
二
痛
焼-

故
、
能
仮
遇
一
ー
苦
縁
ー
諮
一
ー
開
出
路­

豁
然
。
大
聖
加
レ
慈
勧
二
帰
極
楽
『
若
欲
ー
ー
於
レ 

斯
進
趣
一
勝
果
難
レ
階
。
唯
有
一
ー
浄
土 

一
門
一
可
ー
ー
以
レ
情
烯
趣
入
—〇
若
欲
ー
ー
ー
披
ー
一
尋
衆
典
一
勧
処
弥
多
。
遂
以
採
ー
ー
集
真
言
一
助
一
一
修
往
益"

何

⑧
 

者
欲
レ
使
下
前
生
者
導
レ
後
、
後
去
者
訪
レ
前
、
連
続
無
窮
願
不
由
休
止
』
為
レ
尺
一
一
無
辺
生
死
海
一
故
。

㈡

巻

上
(

第

一

大

門

'.
ー、
説
聴
方
軌)



第
二
拠
一
ー
諸
部
大
乗-

明
ー
一
説
聴
方
軌-

者
、
於
レ
中
有
レ
六
、
第
一
大
集
経
企
む
云
。

「
於
ー
ー
説
法
者
一
作
ー
ー
医
王
想
〈
作
-
抜
苦
想"

所
説 

之
法
作
一
ー
甘
露
想―

-4
作
二
醍
醐
想
『
其
聴
法
者
作
二
増
長
勝
解
想
「
作
二
愈
病
想
『

若
能
如
レ
是
説
者
・
聴
者
、

皆
堪
ー
ー
ー
紹
ー
ー
隆
仏
法"

常 

生
一
ー
仏
前
ご(

こ
の
后
、
智
度
論㈡
㈢

、
大
経㈣
㊄

、
清
浄
覚
経
的
を
引
用)

㈢

巻

上
(

第

一

大

門

，
四
、
宗
旨
不
同)

第
四
次
弁
一
ー
諸
経
宗
旨
不
同
一
者
、
若
依
ー
ー
涅
槃
経
一
仏
性
為
レ
宗
。
若
依
ー
ー
維
摩
経
一
不
可
思
議
解
脱
為
レ
宗
。
若
依
ー
ー
般
若
経
一
空
慧
為
レ
宗
。
 

若
依
ー
ー
大
集
経
一
陀
羅
尼
為
レ
宗
。
今
此
観
経
以
ー
ー
観
仏
三
昧
一
為
レ
宗
。:

：
：

㈣

巻

上
(

第

三

大

門

・
四
、
引
証
勧
信)

第
五
又
問
日
。

一
切
衆
生
皆
有
二
仏
性
『
遠
劫
以
来
応
レ
値
二
多
仏(

何
因
至
レ
今
仍
自
輪
一
ー
廻
生
死-

不
レ
出
二
火
宅~ 

答
日
。

依
ー
ー
大
乗 

聖
教
一
良
由
レ
不
卞
得
一
一
二
種
勝
法
一
以
排
・
生
死"

是
以
不
レ
出
ー
ー
火
宅"

何
者
為
レ
ニ
。

一
謂
聖
道
、

二
謂
往
生
浄
土
。

其
聖
道
一
種
今

九

時
難
レ
証
。

一
由
卞
去
ー
ー
大
聖
一
遙
遠
皿 

二
由
一
ー
理
深
解
微"

是
故
大
集
月
蔵
経
遵
昵
云
。

「
我
末
法
時
中
億
億
衆
生
、

起
レ
行
修
レ
道
未 

レ
有
一
二 

人
得
者7

当
今
末
法
、
現
是
五
濁
悪
世
、
唯
有
一
ー
浄
土 

一
門
一
可
一
通
入
一
路
。
」

是
故
大
経(
巻
上
意)

云
。

「若
有
一
ー
衆
生
一
縦
令
一 

生
造
レ
悪
、

臨
ー
一
命
終
時
一
十
念
相
続
称
一
ー
我
名
字7
若
不
レ
生
者
不
レ
取
ー
ー
正
覚
ご 

又
復
一
切
衆
生
、

都
不
一
一
自
量
『
若
拠
ー
ー
大
乗
一
真
如 

実
相
第
一
義
空' 

曾
未
レ
措
レ
心
。

若
論
ー
ー
小
乗
一
修
ー
ー
入
見
諦
修
道
「
乃

至

那

含'

維
漢' 

断
ー
ー
五
下
一
除
ー
ー
五
上"

無
レ
問
二
道
俗
つ

未 

レ
有
一-
其

分

—〇
縦
有
一
一
人
天
果
報
ハ 

皆
為
二
五
戒
・
十
善
一
能
招
ー
ー
此
報
『 

然
持
得
者
甚
希
。

若
論
ー
ー
起
悪
造
罪-

何
異
二
暴
風
駛
雨
『 

是
以 

諸
仏
大
慈
、
勧
帰
一
一
浄
土"

縦
便
一
形
造
レ
悪
但
能
繫
レ
意
、
専
精
常
能
念
仏
、

一
切
諸
障
自
然
消
除
、
定
得
二
往
生"

何
不
二
思
量
一
都 

無
二
去
心
一
也
。

こ
の
中
、㈠

と㈣

の
引
文
は
、
大
集
月
蔵
経
に
よ
っ
て' 

末
法
時
に
お
け
る
聖
道
の
難
証
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
が' 

た
だ
し㈣

の

「
我
末
法
時
中
億
億
衆
生' 

起
レ
行
修
レ
道
未
レ
有
二
人
得
者
ー
」

の
文
は
、
大
集
月
蔵
経
の
中
に
直
接
的
に
は
見
当
ら
な
い
。
 

そ
れ
に
つ
い
て
は' 

一
説
に
大
集
経
の
異
本
を
考
え
る
見
方
も
あ
る
が
、
根
拠
の
な
い
推
測
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
安
楽
集
に
お
け
る
経
論



の
引
文
に
は
、
必
ず
し
も
厳
密
に
原
文
通
り
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
今
の
引
文
も
道
綽
の
領
解 

に
基
づ
く
取
意
の
文
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
安
楽
集
以
後
は
、
迦
才
の
浄
土
論
を
は
じ
め
多
く
の
浄
土
教
の
釈
疏
に
は
、 

こ
の
安 

楽
集
の
文
が
そ
の
ま
ま
大
集
月
蔵
経
の
文
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
が親

!
?

の
引
用
の
上
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
道
綽
の
安 

楽
集
が
い
か
に
指
南
的
な
役
割
を
果
し
て
き
た
か
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

道
綽
が
末
法
仏
教
と
し
て
の
浄
土
門
を
開
顕
す
る
に
当
り
、
有
力
な
教
証
と
し
て
依
用
し
た
大
集
経
は
、
彼
の
面
授
の
弟
子
と
し
て
そ 

の

思

想

，
教
学
を
相
承
し
徹
底
し
た
善
導(

六
二
ー
ー I

六
八
一 
?
)

の
五
部
九
巻
の
著
書
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、

五
箇
五
百
年 

説
に
つ
い
て
も
、
全
く
言
及
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
善
導
が
大
集
経
や
三
時
思
想
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
 

善
導
は
観
経
疏
玄
義
分
の
冒
頭
に
、

「
我
等
愚
痴
身 

曠
劫
来
流
転 

今
逢
ー
ー
釈
迦
仏 

末
法
之
遺
跡 

弥

陀

本

誓

願

極

楽

之

要

門

ー

」 

と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
善
導
の
著
書
に
直
接
三
時
思
想
を
採
り
あ
げ
た
箇
所
が
み
ら
れ
な
い
点
か
ら
す
れ
ば
、

こ
こ
に
示
さ
れ
た
末 

法
の
語
を
直
ち
に
三
時
の
末
法
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
成
立
つ
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
道
綽
と
の
関 

係
、
あ

る

い

は

浄

影

・
吉
蔵
等
当
時
の
仏
教
者
が
す
べ
て
三
時
思
想
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
状
況
か
ら
推
察
し
て
も
、

そ
こ
に
は
三
時
の 

末
法
と
い
う
意
味
が
充
分
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
こ
で
往
生
礼
讃
に
、

「
南
无
至
心
帰
命
礼
西
方
阿
弥
陀
仏 

万
年
三
宝
滅
、
此
経
住
百
年
、
爾
時
聞
一
念
、
皆
当
レ
得
レ
生
レ
彼
、
願
共
一
一
諸
衆
生
一
往
二
生
安
楽
国
ー
」

と
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
注 

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
偈
頌
は
、
無
量
寿
経
の
流
通
分
に
説
か
れ
た
、

「
当
来
之
世 

経
道
滅
尽 

我
以
ー
ー
慈
悲
一
哀
愍
特
留
一
ー
斯
経
一

⑮

止
住
百
歳 

其
有
一
ー
衆
生-

値
ー
ー
斯
経
一
者 

随
一
ー
意
所
願
一
皆
可
一
一
得
道-

」
と
い
う
経
文
に
拠
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
文 

は
、
善
導
に
限
ら
ず
、
当
時
の
無
量
寿
経
を
註
釈
し
た
浄
影
等
の
聖
道
の
諸
師
に
お
い
て
も
、
末
法
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
注
意
さ
れ 

た
も
の
で
あ
る
が
、
往

生

礼

讃

に

「
万
年
三
宝
滅
」

と
あ
る
の
は
、

明
ら
か
に
善
導
が
末
法
万
年
と
い
う
三
時
思
想
に
立
っ
て
、

こ
の
経 

文
を
受
け
止
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
善
導
の
場
合
は
、
末
法
思
想
を
踏
ま
え
た
上
で
、
更
に
そ
れ
を
生
死
的
存
在
そ
の 

も
の
の
危
機
と
し
て
主
体
的
に
内
在
化
し
た
徹
底
的
な
罪
業
感
が
、

そ

の

思

想

・
教
学
の
根
本
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

故
に
そ
こ
で
は
、



⑯

「
決
定
深
ー
ー
信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
曠
劫
已
来
常
没
常
流
転
、
無
》
有-
一
出
離
之
縁
ー
」
と
表
白
さ
れ
る
機
の
深
信
の
透
徹
が
、

そ
の 

ま
ま
末
法
五
濁
の
深
刻
さ
を
反
顕
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

学

者

の

指

摘

に

よ

る

と

「
日
本
で
の
末
法
思
想
が
僧
侶
の
間
ば
か
り
で
な
く'

貴
族
や
庶
民
を
も
そ
の
中
に
捲
き
こ
む
、
大
き
な
社
会 

的
風
潮
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
中
国
の
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
僧
侶
の
間
だ
け
に
限
ら
れ
、

一
般
の
士
大
夫
や
庶
民
は
そ
の
圏
外
に
あ
っ
た
」 

と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
末
法
思
想
を
採
り
あ
げ
る
に
し
て
も
、
所
謂
聖
道
門
に
属
す
る
多
く
の
諸
師
は
、

そ
れ
を
仏
教
の
提
示
す
る 

歴
史
観
と
し
て
注
意
し
な
が
ら
、

当
今
の
事
実
と
し
て
そ
れ
を
主
体
的
に
引
受
け
、

そ
れ
を
機
の
自
覚
を
促
し
迫
る
も
の
と
し
て
内
在
化 

す
る
と
い
う
こ
と
に
は' 

余
り
積
極
的
で
あ
っ
た
と
は
い
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

む
し
ろ
聖
道
の
立
場
か
ら
は
、

そ
れ
を
自
力
の
菩
提
心 

に
よ
っ
て
否
定
的
に
超
越
し
克
服
す
る
と
い
う
方
向
に
そ
の
本
領
を
見
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
末
法 

と
い
う
歴
史
的
状
況
を
、
凡
夫
救
済
の
道
の
開
示
を
要
請
す
る
危
機
的
状
況
と
し
て
受
止
め
、
徹
底
し
て
時
機
相
応
の
教
法
を
問
う
て
い 

っ
た
と
こ
ろ
に
、
時
代
を
真
に
現
実
に
即
し
て
問
う
こ
と
の
な
い
理
想
主
義
的
な
聖
道
門
と
区
別
せ
ら
れ
る
浄
土
門
の
特
質
が
あ
っ
た
。
 

大
集
経
は
、

そ
の
場
合
の
有
力
な
教
証
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

㈡

で
は' 

中
国
浄
土
教
を
土
台
と
し
て
展
開
し
た
日
本
浄
土
教
に
お
い
て
、
大
集
経
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
 

そ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
大
集
経
は
殊
に
末
法
灯
明
記
を
介
し
て
鎌
倉
仏
教
に
受
容
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

大
集
経
は
す
で
に
奈
良
朝
ま
で
に
伝
来
し
、
殊
に
三
階
教
と
の
関
連
に
お
い
て
古
く
か
ら
受
容
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、

そ
こ
に
説
か
れ 

た
末
法
思
想
を
、
形

骸

化

し

た

教

団-

教
学
の
覚
醒
を
促
し
、
大
乗
と
し
て
の
僧
伽
の
確
立
を
要
請
す
る
歴
史
的
必
然
性
を
提
示
し
た
も 

の
と
し
て
深
く
捉
え
直
し
た
の
は
、
傳
教
の
撰
述
と
見
做
さ
れ
て
き
た
末
法
灯
明
記
に
お
い
て
で
あ
る
。

末
法
灯
明
記
は' 

正
法
五
百
年
、
 

像
法
一
千
年
説
を
採
り
、

仏
滅
年
代
に
つ
い
て
は
、

壬

申

説

30
九
四
九
年)

と
壬
子
説(

30
六
〇
九
年)

の
二
説
を
挙
げ
る
が
、

賢

劫

経

・
涅



槃

経

・
大
集
経
等
を
引
用
し
て
、
持
戒
は
勿
論
、
破
戒
と
い
う
こ
と
す
ら
も
あ
り
得
な
い
末
法
に
あ
っ
て
は
、
無
戒
名
字
の
比
丘
が
せ
め 

て
も
の
福
田
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
弁
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
傳
教
の
主
著
で
あ
る
顕
戒
論
等
に
、

全 

生
命
を
賭
け
た
生
涯
の
志
願
と
し
て
梵
網
経
に
基
づ
く
大
乗
戒
の
確
立
を
強
く
主
張
し
て
い
る
立
場
と
は
、

明
ら
か
に
抵
触
す
る
も
の
と 

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て
、
今
日
で
は
末
法
灯
明
記
を
傳
教
の
撰
述
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
が
有
力 

で
あ
る
が
、
末
法
灯
明
記
に
云
う
戒
と' 

顕
戒
論
に
説
く
戒
と
は
、

同
一
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鎌
倉
仏
教
に
お
い
て
は
、
傳
教
の
撰
述
と
し
て
信
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
充
分
に
留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
末
法
思
想
は
、
傳
教
と
同
時
代
人
で
あ
る
薬
師
寺
の
僧
景
戒
の
日
本
霊
異
記
下
の
序(

千
五
百
年
説)

に
み
ら
れ
、
傳
教
の
守
護
国 

界
章
、

法
華
秀
句
、
顕
戒
論
、
正
像
末
文
等
に
像
法
、
末
法
の
表
現
が
み
ら
れ
、
当
時
す
で
に
末
法
思
想
が
有
識
者
の
関
心
事
と
な
っ
て 

い
た
と
み
て
誤
り
で
な
い
。

そ
の
末
法
思
想
が
、
教
界
、
更
に
は
一
般
民
衆
に
ま
で
根
を
下
ろ
し
た
の
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に 

お
い
て
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
鎌
倉
浄
土
教
の
先
駆
者
と
な
っ
た
源
信
の
往
生
要
集
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
往
生
要
集

&

は
、

「
夫
往
生
極
楽
之
教
行
、
濁
世
末
代
之
目
足
也
。

道
俗
貴
賤
誰
不
レ
帰
者
。
」
と
い
う
文
章
で
始
ま
る
が
、

こ
の
場
合
の
末
代
と
い
う 

語
は
、
末
世
を
意
味
し' 

必
ず
し
も
三
時
思
想
に
お
け
る
時
代
区
分
と
し
て
の
末
法
を
意
味
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
こ 

に
は
末
法
灯
明
記
の
引
用
は
み
ら
れ
な
い
が
、

し
か
し
、
大
集
経
の
引
用
は
三
十
二
回
に
も
及
ん
で
お
り
、
殊
に
下
巻
末
の
第
十
問
答
料 

簡
九
助
道
資
縁
に
連
引
せ
ら
れ
た
次
の
月
蔵
経
の
文
は
、
今
の
場
合
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈠

又
大
集
月
蔵
分(

巻
五
二)

中
、

欲
界
六
天
日
月
星
宿
天
龍
ハ
部
、

各
於
仏
前
発
誓
願
言
。

「若
仏
声
聞
弟
子
、
住
レ
法
順
レ
法
、
三
業
相 

応
而
修
行
者
、
我
等
皆
共
護
持
養
育
供
一
ー
給
所
須7

令
レ
无
レ
所
レ
乏
。
若
復
世
尊
、
声
聞
弟
子
无
レ
所
一
ー
積
聚
一
護
持
養
育
。
」 

㈡

又
云
。

「
若
復
世
尊
声
聞
弟
子
、
住
一
ー
於
積
聚
へ 

乃
至
三
業
与
レ
法
不
二
相
応-

者
、
亦
当
ー
ー
棄
捨
一
不
ー
ー
復
養
育
ご 

㈢

問
。
凡
夫
不
二
必
三
業
相
応
『
若
有
二
欠
漏つ

応
レ
无
二
依
怙"

答
。
如
レ
是
問
難
、
是
則
懈
怠
、

无
ー
ー
道
心
一
者
所
レ
致
也
。

若
誠
求
ー
ー
菩 

提
宀
誠
欣
一
ー
浄
土-

者
、 

寧
捨
一
ー
身
命
へ
豈
破
一
ー
禁
戒
—〇
応
卞
以
ニ
ー
世
勤
労
一
期
由
永
劫
妙
果
上
也
、
況
復
設
雖
レ
破
レ
戒
非
レ
无
一
ー
其
分
『
如
ー
ー



同
経
〇
11)

仏

言7

「若
有
一
ー
衆
生7

為
レ
我
出
家
、
剃
ー
ー
除
鬢
髪
一
被
ー
ー
服
袈
裟
へ 

設
不
レ
持
レ
戒
、
彼
等
悉
已
為
一
ー
涅
槃
印
一
之
所
レ
印
也
。
 

若
復
出
家
不
レ
持
レ
戒
者
有
卞
以
ー
ー
非
法
一
而
作
一
ー
悩
乱7

罵
辱
毀
誉
、
以
一
ー
手
刀
杖
一
打
縛
斫
截
、
若
奪
ー
ー
衣
鉢
へ
及
奪
・
種
種
資
生
具
上
者
、
 

是
人
則
壊
二
三
世
諸
仏
真
実
報
身
へ
則
挑
ー
ー
ー
切
天
人
眼
目
『
 

是
人
為
レ
欲
ー
ー
ー
隠
ー
ー
没
諸
仏
所
有
正
法
、
三
宝
種
一
故
、
令
卞
諸
天
人
不
レ
得
二 

利
益
一
堕
キ
地
獄
上
故
、

為
二
三
悪
道
増
長
盈
満
一
故
。

云
 々

爾
時
復
有
ニ
ー
切
天
龍
乃
至
一
切
迦
吒
富
単
那
・
人

・
非
人
等
へ 

皆
悉
合 

掌
作
二
如
レ
是
言"

我
等
於
ー
ー
仏
一
切
声
聞
弟
子
へ
乃
至
若
復
不
レ
持
ー
ー
禁
戒
へ
剃
ー
ー
除
鬢
髪-

着
ー
ー
袈
裟
片
一
者
、
作
ー
ー
師
長
想
へ 

護
持
養
育
、
 

与
一
一
諸
所
須
ー
令
レ
无
二
乏
少
『
 

若
余
天
龍
乃
至
迦
吒
富
単
那
等
、
作
ー
ー
其
悩
乱
一
、
乃
至
悪
心
以
レ
眼
視
レ
之
、
我
等
悉
共
令
二
彼
天
・
龍
・ 

富
単
那
等' 

所
有
諸
相
欠
減
醜
陋
『
 

令
亍
彼
不
”
復
得
・
与
ー
ー
我
等
一
共
住
共
食
”
、
亦
復
不
レ
得
一
一
同
処
戯咲

!
'  

如
是
債
罰
。
」
购
耐 

㈣

又
〇
环
桶)

云
。

「
爾
時
世
尊
、
告
二
上
首
弥
勒
、

及
賢
劫
中
一
切
菩
薩
摩
訶
薩
一
言
。

諸
善
男
子' 

我
昔
行
ー
ー
菩
薩
道
一
時
、
曾
於
ー
ー
過
去 

諸
仏
如
来
へ
作
二
是
供
養
『 

以
二
此
善
根
へ
与
レ
我
作
二
三
菩
提因

5
'  

我
今
憐
二
愍
諸
衆
生
一
故
、

此
以
ー
ー
果
報
一
分
作
三
二
分
へ
留
ニ
ー
分
一 

自
受
、
第
二
分
者
於
一-
我

滅

後7
与
ー
ー
禅
定
解
脱
三
昧
堅
固
相
応
声
聞
へ 

令
レ
无
レ
所
レ
乏
。
第
三
分
者
、
与
下
彼
破
戒
読­-
誦
経
典7

相
二 

応
声
聞
一
正
法
・
像
法
、
剃
レ
頭
着
ー
ー
袈
裟
一
者4

令
レ
无
レ
所
レ
乏
。
弥
勒
我
今
復
以
ヨ
ニ
業
相
応
諸
声
聞
衆
・
比

丘

・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
 

優
婆
夷(

寄
ー
ー
付
汝
手~

勿
レ
令
二
乏
少
孤
独
而
終"

及
以
〒
正
法
，
像
法
、

毀
ー-
破

禁

戒̂

着-­
袈
裟
一
者
い 

寄=

付

汝

手"

勿
レ
令
卞
彼
等 

於
ー
ー
諸
資
具
一
乏
少
而
終,
し
〇
亦
勿
レ
令
レ
有
二
旋
陀
羅
王
、

共
相
悩
害
身
心
受
匸
苦
。

我
今
復
以
一
ー
彼
施
主
一
寄
ー
ー
付
汝
手
で
已
上
破
戒
尚
爾
、

⑲

何
況
持
戒
。
声
聞
尚
爾
、
況
発
二
大
心
一
誠
念
レ
仏
乎
。

尚
、

こ
の
後
に
も
月
蔵
経
の
引
文
が
あ
り
、
大
集
経
関
係
の
も
の
と
し
て
は
、

他

に

虚

空

蔵

菩

薩

経(

所
依
・
言
及1
)

、

観
虚
空
蔵
菩 

薩

経(
引
文1
)

、
大

乗

大
集
地
蔵
十
輪
経(

引
文3

・
所
依
言
及1
)

ヽ
大
方
等
大
集
経
菩
薩
念
仏
三
昧
分(

大
集
念
仏
三
昧
経
、
念
仏
三
昧
経
と 

も
略
称
す
る
。
引
文5

・
所
依
言
及3
)

、
大
方
等
大
集
経
賢
護
分(

引
文1

・
引
文
中
引
文
・
所
依
言
及1
)

ヽ

僧

伽

吒

経(

引
文1
)

が
引
用
せ
ら 

れ
て
い
る
。
右
の
引
文
の
中
、㈠

の
諸
魔
得
敬
信
品
の
文
、
お
よ
び㈢

の
忍
辱
品
の
文
は
、
親
鸞
の
教
行
信
証
化
身
土
巻
末
巻
に
も
引
用 

せ
ら
れ
て
い
る
。
禁
戒
を
持
た
ず
、
鬢
髪
を
剃
除
し
袈
裟
の
片
端
を
着
装
し
た
だ
け
の
仏
弟
子
で
あ
っ
て
も
、
諸
天
等
は
そ
れ
を
護
持
す



る
と
い
う
の
は
、
す
で
に
末
法
灯
明
記
に
お
い
て
強
調
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
親
鸞
に
お
い
て
も
援
引
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。㈣
 

の
弥
勒
に
対
す
る
仏
法
者
護
持
の
委
託
の
文
に
つ
い
て
の
源
信
の
領
解
は
、

无
戒
名
字
の
比
丘
を
末
法
の
福
田
と
す
る
末
法
灯
明
記
の
主 

張
と
一
見
異
な
る
も
の
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
仏
弟
子
と
し
て
の
極
め
て
真
摯
な
当
然
の
発
言
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

両
者
の
間
に
本 

質
的
な
相
違
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
故
に
往
生
要
集
に
は
末
法
の
語
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
源
信
が
三
時
思
想
に
つ
い
て
充
分
関
知
し 

て
い
た
こ
と
は' 

先
の
大
集
経
の
経
文
の
引
用
に
照
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
横
川
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
起
請
の
結
び
に
記
さ

⑳

れ
た
、

「
方
今
像
法
寿
至
レ
喉
、
人
正
事
如
レ
夢
。
捨
一
ー
穢
土
一
生
一
ー
浄
土
一
非
ー
ー
此
時
一
又
何
時
」

と
い
う
文
章
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。

「像
法
寿 

至
レ
喉
」

る
時
代
に
あ
っ
て
、

末
法
の
到
来
を
予
測
し
、

往
生
浄
土
の
教
法
が
時
代
の
目
足
と
し
て
開
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

の
必
然
性
を
確
信
し
て
い
た
の
が
、
往
生
要
集
を
著
わ
し
た
源
信
の
心
境
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
源
信
の
場
合
、
教 

学
体
系
と
し
て
は
、

天
台
浄
土
教
の
大
成
と
い
う
課
題
を
背
負
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、

否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
点
に 

お
い
て
綜
合
仏
教
の
確
立
を
目
指
す
顕
密
体
制
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
 

末
法
思
想
が
特
定
の
有
識
者
に
限
ら
ず
、

汎
く
民
衆
の
危
機
意
識
と
し
て
社
会
の
隅
々
に
ま
で
深
く
浸
透
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
古
代 

社
会
が
崩
壊
過
程
を
辿
る
中
で
、
依
然
と
し
て
顕
密
仏
教
が
主
流
と
し
て
隆
盛
を
極
め
て
い
た
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
で
あ 

る
。

そ
れ
は
状
況
的
に
い
っ
て
も
、

こ
の
経
典
が
訳
出
さ
れ
た
当
時
の
中
国
仏
教
界
の
有
様
に
極
め
て
酷
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。

た
だ 

隋
唐
仏
教
の
諸
家
の
関
わ
り
方
が
一
様
で
な
か
っ
た
よ
う
に
、
 

鎌
倉
期
の
諸
師
に
お
い
て
も
、
末
法
へ
の
関
わ
り
方
は
決
し
て
同
一
で
は 

な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

明

恵

，
解
脱
の
よ
う
に
戒
律
の
遵
守
に
よ
り
正
法
時
の
原
始
教
団
へ
の
復
古
を
計
る
者
も
あ
れ
ば' 

道
元
の
よ 

う
に
菩
提
心
に
よ
る
正
法
の
現
成
を
力
説
す
る
と
い
う
方
向
も
あ
っ
て
、

そ
の
受
止
め
方
は
一
様
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
末
法
を
当
今
の 

問
題
と
し
て
受
取
る
に
つ
い
て
も
、
正
像
各
一
千
年
説
を
採
用
し
た
日
蓮
の
場
合
は
、
専
修
唱
題
目
を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
、
信
行
の 

普
真
仏
教
と
は
異
な
り
な
が
ら
、
法
華
一
乗
に
よ
る
社
会
変
革
を
志
向
す
る
点
に
お
い
て
、
宗
教
的
事
業
に
よ
る
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
を 

強
調
し
た
信
行
と
方
向
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て' 

法
然
・
親
鸞
は
、

そ
の
危
機
的
な
時
代
状
況
を
求
心



的
に
内
在
化
せ
し
め
、
生
死
的
存
在
と
し
て
の
罪
業
の
痛
み
に
ま
で
徹
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
、
法
然
と
、 

親
鸞
に
お
い
て
、
大
集
経
は
ど
の
よ
う
な
態
を
も
っ
て
受
容
せ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か' 

次
に
そ
の
点
に
つ
い
て
窺
っ
て
ゆ
く
こ
と
に 

し
た
い
。

㈢

法
然
は
、
選
択
集
の
第
一
章
教
相
章
の
冒
頭
に
、
「
道
綽
禅
師
、
立
一
ー
聖
道
浄
土
二
門
へ 

而
捨
一
一
聖
道
一
正
帰
ー
ー
浄
土
一
之
文
」
と
掲
示
し
て
、
 

浄
土
教
の
祖
師
と
し
て
は
、
大
集
経
に
注
目
し
て
、
始
め
て
三
時
史
観
、

五
箇
五
百
年
説
を

重
視
し
た
道
綽
の
安
楽
集
上
巻(

第
三
大
門) 

か
ら
浄
土
門
開
示
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
月
蔵
経
取
意
の
文
が
援
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る 

が
、
選
択
集
で
は
そ
の
他
に
大
集
経
に
触
れ
た
箇
所
は
見
当
ら
な
い
。

そ
し
て
、
選
択
集
に
は
源
信
の
往
生
要
集
と
同
様
、
末
法
灯
明
記 

は
一
度
も
引
用
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し' 

法
然
に
お
い
て
末
法
思
想
が
問
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。

そ
の
こ 

と
は
、
次
の
文
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

㈠

選
択
集
上
巻
・
六
特
留
章

無
量
寿
経
下
巻
云
。
「
当
来
之
世
経
道
滅
尽
、
我
以
ー
ー
慈
悲
一
哀
愍
、
特
留
ー
ー
此
経
一
止
住
百
歳
。
其
有
一
ー
衆
生
一
値
二
斯
経
一
者
随
一
ー
意
所
願
ー 

皆
可
一
一
得
度
ご:

：:

釈
ー
ー
此
文
一
略
有
ー
ー
四
意
『

一
者
聖
道
浄
土
二
教
住
滅
前
後
。

二

者

十

方

・
西
方
二
教
住
滅
前
後
。

三

者

兜

率

・
 

西
方
二
教
住
滅
前
後
、

四

者

念

仏-

諸
行
二
行
住
滅
前
後
也
。:

：:

問
日
。

百
歳
之
間
可
レ
留
二
念
仏
一
其
理
可
レ
然
。
此
念
仏
行
唯
為

㉑
 

レ
被
ー
ー
彼
時
期
一
将
為
レ
通
一
ー
於
正
像
末
法
之
機
一
也
。
答
日
。
広
可
レ
通
一
ー
於
正
像
末
法
『 

挙
レ
後
勧
レ
今
、
其
義
応
レ
知
。
 

㈡

選
択
集
下
巻
・
一
ニ
念
仏
付
属
章(

観

経

・
観
経
疏
付
属
の
文
の
解
釈) 

此
中
遐
代
者
、
依
一
ー
双
巻
経
意
一
遠
指
一
一
末
法
万
年
之
後
百
歳
之
時
一
也
。
是
則
挙
レ
遽
摂
レ
邇
也
。
然
者
法
滅
之
後
、
猶
以
然
也
、
何
況

㉒
 

末
法
哉
。
末
法
已
然
、
何

況

正

法

・
像
法
哉
。
故
知
、
念
仏
往
生
道
通
二
正
像
末
之
三
時
及
法
滅
百
歳
之
時
一
焉
。



㈢

法

語

〔念
仏
大
意
〕(
『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
末
所
収)

末
代
悪
世
の
衆
生
の
往
生
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
い
た
さ
む
に
お
き
て
は' 

ま
た
他
の
つ
と
め
あ
る
べ
か
ら
ず
、

た
だ
善
導
の
釈
に
つ
き 

て
ー
向
専
修
の
念
仏
門
に
い
る
べ
き
な
り
。:

：:

た
だ
し
仏
道
修
行
は
よ
く
よ
く
身
を
は
か
り
、
時
を
は
か
る
べ
き
な
り
。
仏
の
滅 

後
第
四
の
五
百
年
に
だ
に
智
慧
を
み
が
き
て
煩
悩
を
断
ず
る
事
か
た
く
、

こ
こ
ろ
を
す
ま
し
て
禅
定
を
え
む
事
か
た
き
ゆ
へ
に
、
人 

お
ほ
く
念
仏
門
に
い
り
け
り
。
す

な

わ

ち

道

綽

・
善
導
等
の
浄
土
宗
の
聖
人
、

こ
の
時
の
人
な
り
。

い
は
む
や
こ
の
ご
ろ
は
第
五
の 

五
百
年
、
闘
靜
堅
固
の
時
な
り
、

他
の
行
法
さ
ら
に
成
就
せ
む
事
か
た
し
。

し
か
の
み
な
ら
ず' 

念
仏
に
お
き
て
は
末
法
の
の
ち
な 

ほ
利
益
あ
る
べ
し
、

い
は
む
や
い
ま
の
よ
は
末
法
万
年
の
は
じ
め
な
り
、

一
念
弥
陀
を
念
ぜ
む
に
、
な
む
ぞ
往
生
を
と
げ
ざ
ら
む
や
。
 

た
と
ひ
わ
れ
ら
、

そ
の
う
つ
わ
も
の
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
と
も' 

末
法
の
す
ゑ
の
衆
生
に
は
、

さ
ら
に
に
る
べ
か
ら
ず
。

㈣

法

然

上

人

御

説

法

事

〔
念
仏
往
生
〕(
『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
末
所
収)

釈
尊
の
遺
法
に
三
時
の
差
別
あ
り
、

正

法

・
像

法

・
末
法
也
。

そ
の
正
法
一
千
年
の
あ
い
だ
教
行
証
の
三
と
も
に
具
足
せ
り
、
教
の 

ご
と
く
行
ず
る
に
し
た
が
ふ
て
証
え
た
り
。
像
法
一
千
年
の
あ
ひ
だ
は
教
行
は
あ
れ
ど
も
証
な
し
、
教
に
し
た
が
ふ
て
行
ず
と
い
え 

ど
も
悉
地
を
う
る
こ
と
な
し
。

末
法
万
年
の
あ
ひ
だ
は
教
の
み
あ
て
、
行
証
な
し
、

わ
づ
か
に
教
門
は
の
こ
り
た
れ
ど
も
、
教
の
ご

0

と
く
行
づ
る
も
の
な
し' 

行
ず
れ
ど
も
ま
た
証
を
う
る
も
の
な
し
。

㈠

の
大
経
流
通
分
に
説
か
れ
た
経
道
滅
尽
説
は
、
す
で
に
浄
影
等
の
中
国
の
諸
師
に
お
い
て
も' 

三
時
思
想
と
の
関
連
性
に
お
い
て
注 

意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
経

に

お

け

る

「
特
留
斯
経
」
を
、
特
留
念
仏
と
し
て
受
領
し
、
正
像
末
の
三
時
に
通
ず
る
こ
と
を
明
ら
か
に 

し
た
の
は
、
法
然
の
優
れ
た
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て㈣

念
仏
往
生
に
よ
れ
ば
、
法

然

は

正

法

・
像
法
各
一
千
年
説
を
用
い
た 

も
の
の
よ
う
で
あ
り
、㈢

念
仏
大
意
に
よ
れ
ば
、
大
集
経
の
五
箇
五
百
年
説
を
用
い
な
が
ら
、
道

綽

・
善
導
等
は
像
法
の
第
四
の
五
百
年 

の
人
で
あ
り
、
当
今
は
第
五
の
五
百
年
、
末
法
万
年
に
入
っ
た
初
め
の
時
と
み
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
点
、
正
法
五
百
年
、
像 

法
一
千
年
、
末
法
一
万
年
説
を
用
い
た
道
綽
と
、
今
の
法
然
の
三
時
の
解
釈
と
の
間
に
は
、
少
し
違
っ
た
点
の
あ
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ



る
。

し
か
し
、

そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
法
然
が
い
か
に
緊
迫
し
た
危
機
感
の
中
で
、
当
今
末
法
と
い
う
状
況
を
受
止
め
て
い
た
か
と 

い
う
こ
と
が
、
そ
こ
に
如
実
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

法
然
に
お
い
て
、
当

時

が

「
末
法
の
は
じ
め
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た 

こ
と
に
は
、
末
法
灯
明
記
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

何
故
な
ら
末
法
灯
明
記
に
つ
い
て
、
選
択
集
は
一
度
も
関
説
し 

て
い
な
い
が
、
他
の
も
の
に
は
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈠

成

人

念

仏

之

不

審

聖

人

に

奉

問

次

第

〔
十
一
箇
条
問
答
〕(

『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
本
所
収)

「
末
法
の
中
に
は
持
戒
も
な
く
、
破
戒
も
な
し
、

た
だ
名
字
の
比
丘
ば
か
り
あ
り
」
と
、

傳
教
大
師
の
末
法
灯
明
記
に
か
き
た
ま
へ 

る
う
へ
は
、
な
に
と
持
戒
・
破
戒
の
さ
た
す
べ
き
ぞ
。

か
か
る
ひ
ら
凡
天
の
た
め
に
お
こ
し
た
ま
へ
る
本
願
な
れ
ば
と
て
、

い
そ
ぎ

㉕

名
号
を
称
す
べ
し
と
。
云
人
。

㈡

法

然

上

人

御

説

法

事

〔観
経
〕(
『
西
方
指
南
抄
巻
上
本
所
収)

抑
近
来
の
僧
尼
を
破
戒
の
僧' 

破
戒
尼
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
持
戒
の
人
破
戒
を
制
す
る
こ
と
は
正
法
・
像
法
の
と
き
な
り
、
 

末
法
に 

は
無
戒
名
字
比
丘
な
り
。
傳
教
大
師
、
末
法
灯
明
記
に
云
、

「
末
法
の
中
に
持
戒
の
者
あ
り
と
い
は
ば
、

こ
れ
怪
異
な
り
、

市
に
虎 

あ
ら
む
が
ご
と
し
、

た
れ
か
こ
れ
を
信
ず
べ
き
」

と
い
へ
り
。

ま
た
い
は
く
、

「
末
法
の
中
に
は
、

た
だ
言
教
の
み
あ
て
行
証
な
し
、
 

も
し
戒
法
あ
ら
ば
、
破
戒
あ
る
べ
し
。
す
で
に
戒
法
な
し
、

い
づ
れ
の
戒
お
か
破
せ
む
に
よ
て
破
戒
あ
ら
む
。
破
戒
な
ほ
な
し
、

い

㉖
-
 

か
に
い
は
む
や
持
戒
を
や
」
と
い
へ
り
。

こ
れ
ら
の
文
か
ら' 

末
法
灯
明
記
に
注
目
し
た
最
初
の
人
が
法
然
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

法

然

が

「
末
法
の
は
じ
め
」

と
提 

言
し
た
の
は
、
仏
滅
後
よ
り
延
暦
二
十
年(

ハ
〇
ー)

ま
で
の
年
代
を
勘
案
し
て
、

「
今
時
是
像
法
最
末
時
也
」
と
決
択
し
た
傳
教
の
精
神
と
、
 

四
百
年
の
隔
り
を
超
え
て
呼
応
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

法
然
が
、
選
択
集
上
巻
第
一
章
教
相
章
に
、
安
楽
集
を
引
用
し
て
、
聖
浄
二
門
の
決
判
を
行
い
、
浄
土
宗
の
独
立
宣
言
を
提
示
し
て
い 

る
こ
と
は
、
先
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
仔
細
に
み
れ
ば
、
聖
浄
二
門
の
決
判
は
、
道
綽
の
指
教
に
準
拠
し
て
は
い
る
が
、

両



者
の
間
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
道
綽
は
聖
道
の
難
証
に
対
し
浄
土 

一
門
の
可
通
入
路
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
 

そ
こ
に
は
未
だ
聖
道
門
の
語
も
浄
土
宗
の
語
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
法
然
に
お
い
て
は
、

一
代
仏
教
を
聖
道
門
の
語 

に
よ
っ
て
集
約
し
、

そ
れ
に
対
し
て
浄
土
門
を
浄
土
宗
と
し
て
始
め
て
独
立
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
道
綽
の
立
場
を
更
に
徹
底
し
、

独 

自
な
方
向
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

が
、

そ
の
選
び
は
当
今
末
法
と
い
う
彼
の
歴
史
的
状
況
お
よ
び
存
在
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
危
機 

感
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

㈣

 

親
鸞
に
お
い
て
、
大
集
経
は' 

教
行
信
証
化
身
土
巻
の
本
末
二
巻
に
わ
た
っ
て
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を
始
め
と
し
て
、

入
出
二 

門
偈
と
正
像
末
和
讃
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
関
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち' 

入
出
二
門
偈
に
は
、

㉗
 

道

綽

和

尚

解

釈

日

月

蔵

経

言

我

末

法 

起
レ
行
修
レ
道
一
切
衆 

未
レ
有
一-

一
人
獲
得
者
一 

と
説
か
れ
て
お
り' 

正
像
末
和
讃
の
第
四
首
に
は
、
 

大
集
経
に
の
た
ま
は
く 

こ
の
世
は
第
五
の
五
百
年 

闘
淨
堅
固
な
る
ゆ
へ
に 

お
む
た
い 

㉘
 

白
法
隠
滞
し
た
ま
へ
り 

と
悲
歎
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
す
で
に
論
述
し
た
道
綽
に
お
け
る
浄
土
門
開
示
の
教
証
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
ま
さ
し
く
正 

像
末
和
讃
の
主
題
で
あ
る
末
法
の
覚
醒
に
つ
い
て
、

そ
の
根
拠
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
教
行
信
証
に
は
、

日
蔵
経
と 

月
蔵
経
を
引
用
し
、
直
接
の
引
文
の
み
で
も
十
文
に
及
び
、
そ
れ
に
対
す
る
関
心
を
強
く
促
し
た
要
因
と
み
ら
れ
る
大
集
経
に
関
説
し
て



い
る
安
楽
集
や
末
法
灯
明
記
の
文
を
加
え
る
と
、
更
に
そ
れ
を
上
廻
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
末
法
灯
明
記
は
、

殆
ど
そ
の
全
文
に
わ 

た
っ
て
引
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
親
鸞
の
関
心
が
い
か
に
強
烈
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

教
行
信
証
に
み
ら
れ
る
大
集
経
引
用
の
意
趣
は
、
 

大
別
す
る
と
次
の
二
つ
に
類
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

㈠

末
法
時
の
証
明
—
化
身
土
巻
本
巻
所
引
の
安
楽
集
・
末
法
灯
明
記
に
援
引
さ
れ
た
大
集
経

㈡

冥
衆
護
持
の
証
明
—
化
身
土
巻
末
巻
所
引
の
大
集
経

㈠

化
身
土
巻
の
本
巻
は
、
観
無
量
寿
経
と
阿
弥
陀
経
に
基
づ
き
、
方
便
真
実
の
教
に
よ
っ
て
教
化
せ
ら
れ
る
衆
生
の
現
実
界
と
、

そ
こ 

に
開
か
れ
る
宗
教
心
の
自
覚
的
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
如
来
の
本
願
力
回
向
に
よ
る
本
願
海
へ
の
転
入
を
証
明
す
る
三
願
転
入 

の
表
白
を
も
っ
て
惣
結
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
本
巻
の
主
題
で
あ
る
が' 

親
鸞
は
そ
こ
か
ら
更
に
転
じ
て
、
正
像
末
の
三
時
を
貫
く
弘
願 

一
乗
の
真
実
教
こ
そ
は
、

ま
さ
し
く
末
法
相
応
の
教
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
そ
こ
で
、

「
然
拠
ー
ー
正
真 

教

意-

披
ー
ー
古
徳
伝
説
一
顕
一
ー
開
聖
道
浄
土
真
仮
一
教
ー
ー
誡
邪
偽
異
執
外
教(

勘
一
ー
決
如
来
涅
槃
之
時
代
へ
開
二
示
正
像
末
法
旨
祭
二
と
掲
示
し
、
 

道
綽
の
安
楽
集
と
傳
教
の
末
法
灯
明
記
を
連
引
し
て
、

そ
の
証
明
と
し
て
い
る
。

そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
安
楽
集
の
四
文
は
、
 

凡
そ
次
の
よ 

う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

㈠

菩
薩
嘤
珞
経
に
依
っ
て
、
末
代
の
凡
夫
が
生
死
を
出
離
し
て
不
退
転
位
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
至
難
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
文 

㈡

月

蔵

経
(

分
布
閻
浮
提
品)

の
五
箇
五
百
年
説
を
援
引
し
て
、

「
計
一
ー
今
時
衆
生
一
即
当
丁
仏
去-
一
世
一
後
第
四
五
百
年
正
是
懺
悔
修
二
福
一 

応
ー
ー
ー
祢
一
ー
仏
名
号
一
時
者
」
と
決
択
し
た
文

㈢

正

法

五

百

年

・
像

法

一

千

年

，
末
法
一
万
年
説
に
基
づ
き' 

大
無
量
寿
経
の
流
通
分
の
特
留
斯
経
の
文
に
よ
っ
て
そ
れ
を
証
明
す
る 

文
㈣

入
出
二
門
偈
に
も
引
用
さ
れ
た
大
集
経
の
文
に
拠
っ
て
、
末
法
五
濁
悪
世
に
お
け
る
浄
土 

一
門
の
開
示
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ 

た
文



親
鸞
は
、

そ
の
後
、
末
法
灯
明
記
に
仏
滅
年
代
に
関
す
る
説
と
し
て
引
か
れ
た
二
説
の
中
で
、
法
上
の
周
書
異
記
の
説
を
採
り
一
傳
教 

は
費
長
房
等
の
魯
春
釈
に
基
づ
く
説
を
採
用
し
て' 

延
暦
二
十
年
を
像
法
最
末
時
と
み
て
い
る
——
、
如
来
般
涅
槃
の
時
を
周
の
穆
王
五
十 

一
年(

三
年
の
誤
り)

壬
申
と
見
て
、

「
従
其
壬
申
我
元
仁
元
年
甲
申
二
千
一
百
八
十
三
歳
也(

七
十
三
歳
の
誤
り)

」
と
計
算
し
、

そ
こ
か
ら
更 

に

「
入
ー
ー
末
法
一
六
百
ハ
十
三
歳
也(

六
百
七
十
三
歳
の
誤
り)

」
と
確
認
し
て
、
時
代
の
道
俗
に
向
け
て
末
法
の
覚
醒
を
促
し
て
い
る
。

そ
こ 

に
記
載
さ
れ
た
元
仁
元
年(

一
ニ
三
四)

は
、
法
然
の
十
三
回
忌
に
相
当
し' 

法
然
入
滅
の
年
で
あ
る
建
暦
二
年(

ニ

ニ

ニ)

の
年
支
は
、
如 

来
般
涅
槃
の
年
と
同
じ
壬
申
で
あ
る
。

故
に
親
鸞
は
そ
こ
に
お
い
て
、
釈
尊
と
法
然
の
入
滅
を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
て
そ
の
恩
徳
を
憶
念 

し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

親
鸞
は
、
更
に
そ
こ
に
末
法
灯
明
記
を
引
用
し
て
い
る
。

末
法
灯
明
記
は' 

法
然
の
十
二
問
答
、
栄

西

の

興

禅

護

国

論(

第

三

，
世
人 

決
疑
門)

等
に
も
引
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
に
よ
っ
て
汎
く
注
目
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
独
自
な
了
解
、

主
張
に 

基
づ
く
読
み
代
え
を
施
し
て
そ
の
全
文
殆
ど
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
親
鸞
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

末
法
灯
明
記
は
、
桓
武
天 

皇

の

延

曆

十

七

年(

七
九
八)

四
月
、
僧
侶
の
濫
度
を
禁
止
し
、
破
戒
僧
を
淘
汰
し
て
教
界
を
粛
正
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
度
科
を
厳
し
く 

改
め
る
詔
勅
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
止
み
難
い
弘
法
の
精
神
か
ら
、
末
法
の
教
界
を
擁
護
す
べ
く
起
草
さ
れ
た
上
申
書
で
あ
る
こ
と 

は
、

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
親
鸞
の
引
用
は
、
教
行
信
証
の
後
序
に
詳
し
く
明
記
さ
れ
た
承
元
の
法
難
、
法
然
の
入
滅
、

そ
し
て
先
の 

三
時
の
勘
決
に
記
さ
れ
た
元
仁
元
年
に
至
る
ま
で
次
々
と
行
わ
れ
た
、

国
家
権
力
、

お
よ
び
そ
れ
と
癒
着
し
た
既
成
教
団
の
念
仏
教
団
に 

対
す
る
無
謀
な
断
圧
に
対
し
、
傳
教
と
同
じ
正
法
護
持
の
精
神
に
基
づ
い
て
そ
の
非
を
告
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
恐
ら
く
は
、

そ 

こ
に
、
真
の
国
宝
と
し
て
一
隅
を
照
ら
す
大
乗
菩
薩
僧
の
養
成
を
も
っ
て
生
涯
の
志
願
と
し
た
傳
教
の
精
神
を
真
に
継
承
す
る
も
の
で
あ 

る
と
い
う
、
自
負
心
と
使
命
感
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

㈡

次
に
、
 

化
身
土
巻
の
末
巻
に
引
用
さ
れ
た
大
集
経
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
に
し
た
い
。

末
巻
は
、
本
巻
が
主
と
し
て
観
無
量
寿
経
と
阿 

弥
陀
経
に
基
づ
い
て
、
自
性
唯
心
、
す
な
わ
ち
個
人
的
な
観
念
的
さ
と
り
に
沈
む
聖
道
門
と
、 

定
散
の
自
心
、
す
な
わ
ち
相
対
的
な
道
徳



観
念
に
迷
う
浄
土
異
流
の
立
場
を
、
仮
の
宗
教
と
し
て
徹
底
的
に
批
判
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
自
覚
道
と
し
て
の
仏
教
に
基
づ 

か
な
い
外
教
邪
偽
の
異
執
を
厳
し
く
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
末
二
巻
の
対
応
は
、
仮
の
宗
教
と
偽
の
宗
教
に
対
す
る
批
判 

を
通
し
て
、
真
の
宗
教
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

た
だ
、
現
存
最
古
の
書
写
本
と
さ
れ
る
専
修
寺
本
、

お
よ
び
滅 

後
最
初
の
清
書
本
と
み
ら
れ
る
西
本
願
寺
本
で
は
、
真
蹟
本
と
異
な
っ
て
本
末
二
巻
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う 

に
、
末
巻
は
本
巻
終
り
に
引
用
さ
れ
た
末
法
灯
明
記
に
繫
る
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
指
摘
さ
れ
た
末
法
時
に
お
け
る
僧
侶
お
よ
び
教
団
の 

堕
落
、
す
な
わ
ち
祈
禱
宗
教
と
し
て
外
道
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
ら
れ
た
も
の
と
領
解
す
る
こ
と
が
可
能 

で
あ
る
。
親
鸞
は
そ
の
末
巻
の
冒
頭
に
先
づ
、

「
涅
槃
経
言
帰
ー
ー
ー
依
於
ー
ー
仏
一
者
終
不
一
一
ー
更
帰
一
ー
依
其
余
諸
天
神
一
略
出
」 

と
掲
げ
、
次
い
で
そ
れ
を
更
に
敷
衍
す
る
態
で
も
っ
て
、

「
般
舟
三
昧
経
言
優
婆
夷
聞
一
一
是
三
昧
一
欲
ー
ー
学-

者
乃
至
自
帰
一
ー
命
仏-

帰
一
ー
命
法
一
帰
一
一
命
比
丘
僧-

不
ぬ
得
一
一
一
事
一-

余
道
一不

,
，

得

6
!

拝ーーー

・

㉛
 

於
二
天
一
不
四
得
三
祠
二
鬼
神一

不
四
得
三
視
二
吉
良
日
一
已
占 

と
い
う
経
文
を
引
用
し
て
い
る
。
末
巻
の
主
題
は
、

こ
こ
に
要
約
し
て
総
説
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
く
、
帰
依
三
宝
の
精
神
に
基
づ
く 

神

祇

不

拝

・
冥
衆
護
持
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、

人
間
解
放
の
道
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
は
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
、

以
下
、
 

日
蔵
経
・
月
蔵
経
を
初
め
と
し
て
、
法
琳
の
弁
正
論
か
ら
唯
一
の
外
典
で
あ
る
論
語
に
至
る
ま
で
二
十
四
文
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
こ
に 

引
用
さ
れ
た
大
集
経
は
、

日
蔵
経
か
ら㈠

魔

王

波

旬

星

宿

品(

正
蔵
十
三
巻
ー
ー
ハ
二
頁)

、㈡

念

仏

三

昧

品(

同
二
八
四
——
五
頁)

、
㈢

護
塔
品 

(

同
ニ
九
五
丄
ハ
頁)

の
三
文
、
月
蔵
経
か
ら㈠

諸
悪
鬼
神
得
敬
信
品
上(

同
三
二
ハ
頁)

、㈡

同

品

下(

同
三
四
〇
—

一
頁)

、㈢

諸
天
王
護
持
品 

(

同
三
四
一
ー
四
頁)

、㈣

諸
魔
得
敬
信
品(

同
三
四
五
丄
ハ
頁)' 
㈤

提
頭
頼
吒
天
王
護
持
品(

同
三
四
六
頁)

、
的
忍
辱
品(

同
二
五
六
頁)

、
也
同 

品(

同
三
五
四
——
五
頁)

の
七
文
、
計
十
文
に
及
ん
で
い
る
。
真
蹟
本
に
よ
る
と' 

大
集
経
引
用
箇
所
は
、
大
部
分
が
他
の
部
分
と
著
し
く
筆 

勢
を
異
に
し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
重
複
す
る
部
分
が
多
く
、
親
鸞
に
と
っ
て
も
随
分
と
苦
慮
さ
れ
た
形
跡
が
窺
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
引



文
は
長
文
に
わ
た
っ
て
お
り
、
月
蔵
経
の
七
文
は
大
体
に
お
い
て
日
蔵
経
と
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
主
と
し
て
日
蔵 

経
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

㈠

大
乗
大
方
等
日
蔵
経
巻
第
八
魔
王
波
旬
星
宿
品
第
ハ
之
二
言 

氽
時
伕
盧
虱 

吒
告
一
ー
天
衆
一
言 

是
諸
月
等
各
有
一
ー
主
催
一
汝
可
一
一
一
救
ー
一 

X 

ノ 

ヲ 

ニ
 

ノ
オ
カ
ス
ル 

タ
ス
ケ
ム 

ノ 

カ
チ
ヲ 

ノ 

ク
ケ
ム
ヲ 

レ
ノ 

フ 

ノ 

ヲ 

ニ
 

ス 

ヲ 

済
四
種
衆
生
一
何
者 

為
一
ー
四
一
救
卞
地
上
人
諸
龍
夜
叉
乃
至
蝎
等
上
如
一
一
斯
一
之
類
皆
悉
救
ー
ー
之
一
我
以
ー
ー
ー
安
ー
ー
楽
諸
衆
生-

故
布
ー
ー
置
星
宿- 

各
有
二
分
部
乃
至
模
呼
羅 

時
等
一
亦
皆
具
説 

随
一
ー
其
国
土
方
面
之
処
ー
所
作
事
業
随
順
増
長 

伕
盧
虱
吒
於
一
一
大
衆
前
一
合
一
一
掌
一
説
言 

キ 

ノ 

ス 

シ
ウ
ヲ 

ニ
モ
ノ
オ
カ
テ
ス
ル
イ
ウ 

ト 

ヤ 

ヲ
ク 

エ
ン
ク
ウ
ン
ト 

ヲ
ク 

ト 

ハ
 

カ
ウ 

如
ー
ー
是
一
安
ー
ー
置
日
月
年
時
大
小
星
宿
一
何
者 

名
為-
一
有
六
時
一
也
正
月
二
月
名
一
一
慣
暖
時-

三
月
四
月
名-
一
種
作
時
一
五
月
六
月
求
降
雨 

時 

七

月

ハ

月

物

欲

熟

時

九

月

十

月

寒

涼

之

時

十

有

一

月

合

十

二

月

大

雪

之

時

是

十

二

月

分

為-
一
六
時
一
又
大
星
宿
其
数
有
一
一
八
一 

所
一
ー
謂
一
歳
星
・
熒

惑

・
鎮

星

・
太

白

・

辰

星

・
日

・
月
・
荷
羅
猴
星 

又
小
星
宿
有
二
ニ
十
八-

所
一
ー
謂-

従

髙
­

至
ー
ー
胃­

諸
宿
是
也
我 

作
下
如
一
ー
是-

次
第
安
置
土
説
ー
一
其
法
一
已
汝
等
皆
須
ー
ー
亦
見
亦
聞-

一
切
大
衆
於
ー
ー
意-

云
何
我
所
ー
ー
置-

法

・
其
事
是
不
二
二
十
八
宿
及
八
大 

星
所
行
諸
業
一
汝
喜
楽
不
卞
為
二
是
一
為
キ
非
上
宜
一
一
各
宣
説
一
ま
時
一
切
天
人
・
仙

人

・
阿

脩

羅

・
龍

・
及

緊

那

羅

等

・
皆
悉
合
一
一
掌
一
咸 

作
二
是
言
一
如
ー
ー
今
大
仙
一
於
ー
ー
天
人
間
一
最 

為
二
尊
重
一
乃
至
諸
龍
及
阿
脩
羅
無-
一
能
勝
者
一
智
慧
慈
悲
最
為
二
第
一-

於
ー
血
薑
劫-

不
一
ー 

亡
心
一
憐
二
愍
一
切
衆
生
一
故
獲
一
ー
福
報
一
誓
願
満
已
・
功
徳
如
一
ー
海
一
能
知
ー
ー
過
去
現
在
当
来
，
一
切
諸
事
天
人
之
間
一
無
卞
有
由
如
ー
ー
是
ー
智
慧 

之
者
上
如
一
ー
是
一
法
用
日
夜
刹
那
及
迦
羅
時
・
大

小

星

宿

・

月

半

・

月

満

・
年

満

，
法
用
更
無
ー
ー
ー
衆
生
能
作
一
ー
是
法
一
皆
悉
随
喜
安
楽 

我 

等
善
哉
大
徳
安
一
一
穏
衆
生­

是
時
伕
盧
虱
吒
仙
人
復
作
一
一
是
言
一
此
十
二
月
一
年
始
終
・
如
ー
ー
此
一
方
便 

大

小

星

等

刹

那

時

法

・
皆
已
説 

竟
又
復
安
卞
置
四
天
大
王
於
由
須
弥
山
四
方
面
所
上
各
置
ー
ー
ー
王-

是
諸
方
所 

各
領
ー
ー
衆
生
一
北
方
天
王
名
一
ー
毗
沙
門-

是
其
界
内
多
有
一
一
夜 

叉
一
南
方
天
王
名
二
毗
留
荼
一
俱
是
其
界
内
多
有
二
鳩
槃
荼
一
西
方
天
王
名
一
ー
毗
留
博
叉
一
是
其
界
内
多
有
二
諸
龍
一
東
方
天
王
名
ー
ー
題
頭
隸 

吒-

是
其
界
内
多
ー
ー
軋
闔
婆
一
四
方
四
維
皆
悉
擁
一
ー
護
一
切
洲
渚
及
諸
城
邑
一
亦
置
一
ー
鬼
神-

而
等
守
一
一
護 

之
一
氽
時
伕
盧
虱
吒
仙
人
為
卞 

於
ー
ー
諸
天
龍
夜
叉
阿
脩
羅
緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人
等
一
切
大
衆
一
皆
称 

善
哉
歎
喜
無
量
上 

是
時
天
龍
夜
叉
阿
脩
羅
等
日
夜
供
卞
養 

伕
盧
虱
吒
上
次
復
・
於
ー
後-

過
ニ
無
量
世
一
更
有
一
一
仙
人
一
名
一
ー
伽
力
伽-

出
ー
ー
ー
現 

於
ー
ー
世
一
復
更
別 

説
ー
ー
置 

諸

星

宿

小

大

月

法

・
時
節
要

ニ
シ
テ



略­

氽
時
諸
龍
在
一
ー
伕
羅
弦
山
聖
人
住
処-
尊
ー
ー
重
恭
ー
ー
ー
敬
光
味
仙
人-

尽
ー
ー
其
龍
カ
ー
而
供
ー
ー
養
之- 

㈡
(

大
乗
大
方
等)

日
蔵
経
巻
第
九
念
仏
三
昧
品
第
十
言
个
時
波
旬
説
ー
ー
是
偈
一
已
彼
衆
之
中
有
ー
ー
ー
魔
女
一
名
為
二
離
暗­

此
魔
女
者 

曾
於
ー
ー
過
去-

植
二 

衆
徳
本
一
作
ニ
是
説
一
言 

沙
門
瞿
曇
名
称
ー
ー
福
徳
一
若
有
一
一
衆
生
一
得
ー
ー
ー
聞
ニ
仏
名
ー
ー
心
帰
依
・
一
切
諸
魔
・
於
ー
ー
彼 

衆

生-

不
四
能
一
ー
一
加
一
ー
悪-

何
況
見
一
一
仏
一
親 

聞
一
一
法
一
人
・
種
種
方
便
慧
解
深
広 

乃
至 

設 

千
万
億
一
切
魔
軍
終 

不
”
能
西
得
三
須
臾 

為
ー
ー
害
ー
如
来
今
者
開
一
ー
涅
槃
道
一
女
欲
卞
往
一
ー
彼
ー
帰
由
依 

於
ー
ー
仏-

即
為
一
一
其
父-

而 

説
ー
ー
偈
一
言 

乃
至 

修
一
ー
学 

三
世
諸
仏
法-

度
ー
ー 

脱 

一  

切
苦
衆
生
一
善
於
二
諸
法
一
得
一
自
在
一
当
来
願
我
還
如
ニ 

仏
一
氽
時
離
暗
説
ニ
是
偈一

巳

父

王

宮

中

五

百

魔

女

姉

妹

眷

属

・

1  

ナ
セ
シ
ム 

ヲ 

ノ-
ー
 

ル--

ノ 

ノ
ノ 

ノ 

シ
テ 

サ
シ
ム
ル
ヲ 

ヲ
マ
ス
ト 

オ
ン 

ヲ 

ノ-
ー
 

ノ
ノ 

切
皆
発
一
一
菩
提
之
心
一
是
時
魔
王
見
〒
其
宮
中
五
百
諸
女
皆
帰
ー
ー
ー
於
一
一
仏
一
発
由 

菩
提
心
上
益
卞
大
瞋
忿
怖
畏
憂
愁
上
乃
至
是
時
五
百
諸
魔 

女
等
更
為
ー
ー
波
旬
一
而 

説
ー
ー
偈
一
言 

若
有
一
ー
衆
生-

帰
一
一
仏­

者 

何
況
欲
三
度
二
生
死
流
一 

若
有
卞
能
以
ー
ニ
香
華
一 

発
ー
ー
ー
於
一
ー
堅
固
勇
猛
心
一

シ
テ
テ

我
等
過
去
無
量
悪

至
誠
専
心
帰
一
一
仏
一
已

余
時
魔
王
聞
ニ
是
偈
一
已 

倍-
一
大
瞋
恚
怖
畏
一
煎
一
ー
心
一
憔
悴
憂
愁
・
独
坐
一
ー
宮
内-

是
時
光
味
菩
薩
摩
訶
薩
聞­
一
仏
説
法-

一
切
衆
生 

尺 

離
一
ー
攀 

縁
ー
得
ー
ー
四
梵
行
一
乃
至
応
霽
洗
浴
着
ー
ー
鮮
潔
衣
一
菜
食
長
斎 

勿
ー
ー
ー
瞰
一
幸
晏 

於
ー
ー
寂
静
処-

荘
二
厳
道
場
一
正 

タ
ン
反

念
結
踰
或
行
或
坐 

念
ー
ー
仏
身
相
一
無
ー
ー
ー
使
ー
ー
乱
心
一
更
莫
ー
ー
ー
他
縁
念
ー
ー
其
余
事-

或
一
日
夜
或
七
日
夜
不
一
一
一
作
一-
余

業-

至
心
念
仏 

乃
至
見
」
 

仏
一
小
念
見
二 

小
一
大
念
見
二
大
一
乃
至
無
量
念
者
見
一-

仏
色
身
無
量
無
辺­

略
抄

㈢

『(

大
乗
大
方
等)

日
蔵
経
』
巻
第
十
護
塔
品
第
十
三
言
時
魔
波
旬
与
ニ
其
眷
属
ハ
十
億
衆
一
前
後
囲
遶
往
ー
ー
至
仏
所
一
到
已
接
足
19

キ\

彼
人
不
三
畏
二
千
億
魔
ー 

到
兰
於
二
無
為
涅
槃
岸
一 

持

中

散

三

宝

仏

法

僧

上 

一
切
衆
魔
不
三
能
ニ
壊
ー
乃
至 

一
切
亦
滅
無
ヨ
有
二
余­

決

得

一
-

阿

耨

菩

提

果­

律
ヘ
ル

一二



頂
一
一
礼

世
尊
一
説5

一

如-
一
是-

三
世
諸
仏
大
慈
悲 

法
僧
ー 

一
宝
亦
復
然 

願
我
今
日
所
下
供
中
養 

諸
悪
永
尽
不
二
復
生
一

偈
ー
ー
ー
乃
至

受
ー
ー
我
礼
ー
懺
ー
ー
ー
切
殃- 

至
心
帰
依 

无
二
有
二
異

1  

恭
中
敬
尊
中
重 

世
導
師
上 

尽
二
寿
一
帰
二
依
如
来
法
一

時
魔
波
旬
説
ー
ー
是
偈
一
已
白
ー
ー
仏
一
言 

世
尊
如
来
於
ー
ー
我
及
諸
衆
生
一
平
等
無
二
心 

常
歎
喜
慈
悲
含 

忍 

仏
言 

如
ー
ー
是
一
時
魔
波 

旬
生
一
ー
大
歓
喜
一
発
二
清
浄
心
一
重 

於
ー
ー
仏
前
一
接
足
頂
礼
右
遶 

三
帀 

恭
敬
合
掌
・
却 

住
一-

一
面
一
瞻
ー
ー
仰 

世

尊-

心
無­-

厭
足
ー 

已
上@

抄
出

㈠

の
星
宿
品
は' 

後
に
引
用
さ
れ
た
月
蔵
経
の
諸
天
護
持
品
と
共
に
、
大

集

経

十

文(

日
蔵
経
よ
り
三
文
、
月
蔵
経
よ
り
七
文)

の
引

用
中
に
あ
っ
て
、

そ
の
眼
目
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
二
品
は
、
諸
天
と
そ
の
統
率
下
に
あ
る
鬼
神
、

お
よ
び
日

月
星
宿
は
、
衆
生
の
安
穏
を
願
い
、
仏
法
を
護
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
星 

宿
の
配
置
の
順
序
を
通
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

イ

ン

ド

古

代

か

ら

の

占

星

術

を(

中
国)

仏
教
の
立
場
か
ら
意
義
付
け
た
も
の
で
あ
り
、

天
地
自
然
の
法
則
に
随
っ
て
、

そ
の
他
に
殊
更
に
祈
福
攘
災
を
求
め
る
こ
と
の
誤
り
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

故
に
そ
れ
は
、
先
に
引
用
さ 

れ

た

般

舟

三

昧

経

の

「
不
レ
得
レ
拝
一
ー
於
天-

不
レ
得
レ
祠
一
ー
鬼
神-

不
レ
得
レ
視
ー
ー
吉
良
日
ー
」

と
い
う
教
誡
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
は
、
後
に
唐
の
法
琳
が
道
教
側
か
ら
の
仏
教
批
難
に
答
え
、
破
邪
顕
正
を
目
的
と
し
て
著
わ
し
た
弁
正
論
を
引
用
し
て
い
る
。

中 

国
の
民
間
信
仰
を
大
成
し
た
道
教
は
、
仏
教
と
相
前
後
し
て
渡
来
し
、
平
安
時
代
に
は
陰
陽
道
と
し
て
独
自
の
発
展
を
と
げ
、
古
来
か
ら 

の
神
祇
信
仰
と
結
合
し
な
が
ら
、
時
代
と
共
に
民
衆
の
生
活
の
隅
々
に
ま
で
深
く
浸
透
し
、
今
日
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
多
く
の
習
俗
の 

基
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
陰
陽
道
は
、

天
文
・
暦
数
等
を
応
用
し
て
吉
凶
妖
祥
を
予
知
す
る
こ
と 

を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
が
生
き
た
激
動
期
と
し
て
の
鎌
倉
時
代
は
、
す

で

に

大

宝

令(

七
〇
一
年)

に
よ
っ
て
貴
族
国



家
の
護
持
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
陰
陽
寮
が
、
非
科
学
的
な
迷
信
と
化
し
、
陰
陽
師
と
呼
ば
れ
る
専
門
職
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
時 

代
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
も
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
時
、
親
鸞
が
日
蔵
経
の
星
宿
品
を
引
用
し
た
意
中
に
は
、
古
来
か
ら
の 

神
祇
信
仰
、
道
教
信
仰
等
と
結
合
し
た
民
間
信
仰
へ
の
批
判
、
更

に

は

「
洛
都
儒
林
迷
二
行
一
兮
無
三
弁
一
ー
邪
正
道
路
ー
」(

教
行
信
証
後
序)

と 

告
発
さ
れ
た
、
当
時
の
政
界
に
対
す
る
批
判
ま
で
込
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
窺
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

㈡

の
念
仏
三
昧
品
は
、
魔
女
離
暗
の
帰
仏
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
、

「
若
有
一
一
衆
生
一
得
ー
ー
ー
聞
一
一
仏
名-

一
心
帰
依 

ー
 

切
諸
魔
於=

彼

衆

生-

不
西
能
ー
ー
ー
加
一
ー
悪­

何
況
見
二
仏-

親
聞
二
法
一
人
種
種
方
便
慧
解
深
広
乃
至
設
千
万
億
一
切
魔
軍
終
不
・
能
四
得
ー
ー
ー
須
臾
為
二 

害
-

如
来
今
者
開
ー
ー
涅
槃
道
一
女
欲
〒
往
ー
ー
彼-

帰
由
依
於
仏
上
」
と
い
う
経
文
は
、
涅
槃
経
お
よ
び
般
舟
三
昧
経
の
説
を
証
明
す
る
も
の
と 

し
て
、
親
鸞
に
と
り
殊
に
感
銘
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

そ
こ
に
説
か
れ
た
、

「
或
一
日
夜
或
七
日
夜
不-
ー
ー
作
二
余
業
一 

至
心
念
仏
乃
至
見
ー
ー
仏­

」
と
い
う
経
文
は' 

般
舟
三
昧
経
の
行
品
や
阿
弥
陀
経
の
上
に
も
同
一
意
趣
の
も
の
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
 

あ
る
い
は
そ
れ
等
の
経
典
か
ら
採
り
い
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

㈢

の
護
塔
品
は'

他
化
自
在
天
の
魔
王
で
あ
る
波
旬
、

お
よ
び
そ
の
眷
属
の
懺
悔
と
帰
仏
に
つ
い
て
説
く
も
の
で
あ
り' 

先
の
念
仏
三 

昧
品
の
文
と
一
連
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
次
下
に
引
用
せ
ら
れ
た
月
蔵
経
の
七
文
は
、

そ
れ
を
更
に
敷
衍
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、 

最
後
の
忍
辱
品
の
中
に
無
戒
比
丘
の
功
徳
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
末
法
灯
明
記
の
所
説
と
深
い
関
連
性
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ 

う
。
な
お
、
真
蹟
本
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
高
田
本
と
西
本
願
寺
本
に
は
、
忍
辱
品
の
次
に
、

「
又
言
離
ー
ー
ー
於
一
ー
占
相
一
修
一-
習 

正
見
一
決
定 

深
信
一
ー
罪
福
因
縁­

抄
出
」

と
い
う
一
文
二
十
字
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ

れ

は

「
又
言
」
と
あ
り
、
存

覚

の

六

要

鈔(
真
聖
全
二
・
 

四
ニ
ニ
頁)

に
は
、

同
品
文
と
あ
っ
て
、
先
の
忍
辱
品
の
文
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
実

は

華

厳

経(

第
二
十
四
品
、
正
蔵
九
・
五
四
九
こ
の 

文
で
あ
り
、

こ
こ
に
大
集
経
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
そ
の
他
の
経
論
等
の
引
用
の
意
趣
が
集
約
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

な
お
、
存
覚
の
六
要
鈔
に
は
、
大
集
経
引
用
の
意
味
に
つ
い
て
明
快
な
解
説
を
施
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
こ
こ
に
引
用
し
て
お
く
こ
と 

に
す
る
。



「
問
。
大
集
諸
文
上
来
所
用
有
二
何
要
一
耶
。
引
用
意
趣
輙
以
難
レ
測 

但
以
二
短
慮
一
加
二
愚
推
ー
者 

世
尊
既
対
二
諸
天
乃
至
龍
神
ハ
部
一 

勅
而
付
一
ー
属
四
大
天
下
『
彼
等
之
輩 

又
於
ー
ー
仏
前­

領
一
一
納
仏
勅
一
言
オ
令
一
一
善
人
念
持
守
護
一
苦
悩
乱
者
忽
以
攢
罰
令
”
造
悪
人 

住
ヨ
善
法
”
等 

其
義
灼
然
。
以
レ
之
思
レ
之 

諸
善
猶
然 

況
念
仏
人 

蒙
二
其
護
益
一
敢
不
レ
可
レ
疑 

然
者
守
ま
其
不
レ
事
ー
ー
諸
天
等- 

説
上
閣
レ
之
一
心
念
仏 

自
預
一-

彼

諸

天

・龍
神
等
護
持
養
育
一
措
而
不
レ
論
。
仍
勧
ー
ー
専
念
一
為
レ
正
ー
ー
ー
心
一
被
レ
引
レ
之
歟
。

又
背
ー
ー 

専

念-

事
ー
ー
彼
諸
天
・龍
神
等
一
者 

縦
交
一
ー
念
仏-

依
レ
為
一-

雑

修-

其
益
可
レ
為
一
ー
胎
生
一
故
為
レ
示
ー
一
其
義
ー
当
巻
之
中
被
レ
引
レ
之
乎
。
」 

親
鸞
は
更
に
そ
の
こ
と
を
大
集
経
に
引
続
き
、
首

楞

厳

経
を

始

め

起

信

論

・
弁

正

論

・
摩

訶

止

観

・
論

語

等

数

多

く

の

経

論

釈

・
外
典 

を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
大
集
経
に
収
め
ら
れ
て
い
る
地
蔵
十
輪
経
か
ら
、
次
の
ニ
文
が
引
用
せ 

ら
れ
て
い
る
。

㈠

地

蔵

十

輪

経

言(
巻
六)

、

具
正
帰
依
遠
二
離
一
切
妄
執
吉
凶
一
終
不
一
一
ー
帰
一
一
依
邪
神
外
道
ツ

㈡

又
言(

巻
三)

、
或
執
ー
ー
種
種
若
少
若
多
吉
凶
之
相
一
祭
ー
ー
鬼
神
一
乃
至
而
生
一
ー
極
重
大
罪
悪
業
一
近
一
ー
无
間
罪
一
如
ー
ー
是
一
之
人
若
未
卞
懺
由
悔 

除
滅
如
二
是
一
大
罪
悪
業
上
不£

1

令
ー
ー
ー
出
家
及
受
ー
ー
具
戒
一
若
令
ヤ
出
家
或
受
由
具
戒
上
即
便
得
ー
ー
罪0

上
。

こ
の
中
の㈡

は
、
親
鸞
の
引
用
の
仕
方
か
ら
推
測
す
る
と
、
吉
凶
の
相
に
執
わ
れ
、
鬼
神
を
祭
る
こ
と
が
極
重
大
罪
業
の
原
因
と
な
る 

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、

た
と
え
出
家
に
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
を
懺
悔
し
除 

滅
し
な
い
限
り
は
造
罪
の
者
で
あ
る
と
い
う
経
文
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
外
形
的
に
は
権
力
化
を
深
め
な
が
ら
、
内
実
的 

に
は
外
道
化
し
形
骸
化
し
た
仏
教
教
団
の
状
況
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

化
身
土
巻
末
巻
に
示
さ
れ
た
親
鸞
に
お
け
る
外
道
批
判
は
、
晩
年
八
十
三
歳
に
著
わ
し
た
正
像
末
法
和
讃
に
、

田
五
濁
増
の
し
る
し
に
は

こ
の
世
の
道
俗
こ
と
ご
と
く 

外
儀
は
仏
教
の
す
が
た
に
て



内
心
外
道
を
帰
敬
せ
り 

⑴

か
な
し
き
か
な
や
道
俗
の 

良
時
吉
日
え
ら
ば
し
め 

天
神
地
祇
を
あ
が
め
つ'
 

卜
占
祭
祀
を
つ
と
め
と
す 

的
僧
ぞ
法
師
と
い
ふ
御
名
は 

た
ふ
と
き
こ
と
ゝ
き
ゝ
し
か
ど 

提
婆
五
邪
の
法
に
に
て 

い
や
し
き
も
の
に
な
づ
け
た
り 

⑴

外
道
梵
士
尼
乾
子
に 

こ
ゝ
ろ
は
か
わ
ら
ぬ
も
の
と
し
て 

如
来
の
法
衣
を
つ
ね
に
き
て 

-

切
鬼
神
を
あ
が
む
め
り 

の
か
な
し
き
か
な
や
こ
の
ご
ろ
の 

和
国
の
道
俗
み
な
と
も
に 

仏
教
の
威
儀
を
も
と
ゝ
し
て 

天
地
の
鬼
神
を
尊
敬
す 

と
説
か
れ
た
愚
禿
悲
歎
の
述
懐
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
現
代
に
も
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
怒
り
に
も

似
た
親
鸞
の
悲
歎
の
深
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
親
鸞
に
は
、

そ
れ
と
共
に
、
念
仏
者
に
対
す
る
諸
天
の
護
持
が
大
集



経
の
引
文
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
教
行
信
証
の
信
巻
に
、

「
獲
一
ー
得
金
剛
真
心
一
者
横
超
ー
ー
五
趣
ハ
難
道
一
必
獲
一
ー
現
生
十
種
益
-0
何
者
為
十
。

一
者
冥
衆
護
持
益
、

二
者
至
徳
具
足
益
、

三
者 

転
悪
成
善
益
、

四
者
諸
仏
護
念
益
、

五
者
諸
仏
称
讃
益
、

六
者
心
光
常
護
益
、

七
者
心
多
歓
喜
益
、

ハ
者
知
恩
報
徳
益
、
九
者
常
行 

大
悲
益
、
十
者
入
正
定
聚
益
」

と
、
真
の
仏
弟
子
に
与
え
ら
れ
る
現
生
の
利
益
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
の
劈
頭
に
冥
衆
護
持
の
益
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
問
題 

に
対
す
る
親
鸞
の
関
心
の
深
さ
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は' 

七
十
六
歳
に
顕
密
仏
教
に
対
す
る
批
判0

異
端 

の
正
統
性
の
主
張
を
こ
め
て
著
わ
さ
れ
た
浄
土
和
讃
所
収
の
現
世
利
益
和
讃
に
お
い
て
、
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

㈤

南
无
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば

梵
王
帝
釈
帰
敬
す 

諸
天
善
神
こ
と
ご
と
く 

よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
る
な
り

㊅

南
无
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば

四
天
大
王
も
ろ
と
も
に 

よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
り
つ\
 

よ
ろ
づ
の
悪
鬼
を
ち
か
づ
け
ず 

㊆

南
无
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば 

堅
牢
地
祇
は
尊
敬
す 

か
げ
と
か
た
ち
の
ご
と
く
に
て 

よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
る
な
り



⑴

南
无
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば 

難
陀
跋
難
大
龍
等 

无
量
の
龍
神
尊
敬
し 

よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
る
な
り 

2

:
南
无
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば 

炎
魔
法
王
尊
敬
す 

五
道
冥
官
み
な
と
も
に 

よ
る
ひ
る
つ
ね
に
ま
も
る
な
り 

田
南
无
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば 

他
化
天
の
大
魔
王 

釈
迦
牟
尼
仏
の
み
ま
へ
に
て 

ま
も
ら
ん
と
こ
そ
ち
か
ひ
し
か 

出
天
神
地
祇
は
こ
と
ご
と
く 

善
鬼
神
と
な
づ
け
た
り 

こ
れ
ら
の
善
神
み
な
と
も
に 

念
仏
の
ひ
と
を
ま
も
る
な
り 

国
願
力
不
思
議
の
信
心
は 

大
菩
提
心
な
り
け
れ
ば 

天
地
に
み
て
る
悪
鬼
神



み
な
こ
と
ご
と
く
お
そ
る
な
り

こ
れ
ら
の
和
讃
は
、
懺
悔
経
典
の
一
つ
で
あ
る
と
共
に
、
主
と
し
て
鎮
護
国
家
経
典
と
し
て
重
用
さ
れ
て
き
た
、㈤

金
光
明
最
勝
王
経 

序
品
、
為
金
光
明
経
四
天
王
品
、
旧
同
堅
牢
地
神
品
、⑴

制
同
鬼
神
品
、
出
金
光
明
最
勝
王
経
付
属
品
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
と
い 

わ
れ
て
い
る
が
、
化
身
土
巻
末
巻
に
引
用
せ
ら
れ
た
大
集
経
も
、

同
一
意
趣
の
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
こ
の
和
讃
で
は
、
祈
禱
宗
教
と
い 

う
態
を
と
っ
た
鎮
護
国
家
の
た
め
の
既
成
仏
教
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

以
上
、
親
鸞
に
お
け
る
大
集
経
引
用
の
意
義
に
つ
い
て
論
述
し
て
き
た
が
、

そ
れ
を
結
ぶ
に
当
り
、

先
の
現
世
利
益
を
も
内
包
す
る
現 

生
の
益
を
明
ら
か
に
し
た
歎
異
抄
第
七
条
の
文
を
引
用
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

「
念
仏
者
は
無
碍
の
一
道
な
り
。

そ
の
い
わ
れ
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
信
心
の
行
者
に
は
天
神
地
祇
も
敬
伏
し
、
魔
界
外
道
も
障
碍
す
る
こ
と
な
し
。

罪
悪
も
業
報
を
感 

ず
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。

諸
善
も
お
よ
ぶ
こ
と
な
き
が
ゆ
え
に
と
云
々
。
」

こ
こ
に
端
的
に
示
さ
れ
た
、
 

無
碍
道
と
し
て
の
本
願
念
仏
の
信
心
に
生
き
る
信
心
の
行
者
、
す
な
わ
ち
真
の
仏
弟
子
に
賜
わ
る
精
神
の 

自
由
、

そ
れ
こ
そ
が
親
鸞
が
求
め' 

親
鸞
が
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

あ

と

が

き

こ
れ
ま
で
教
行
信
証
化
身
土
巻
末
巻
の
理
論
的
解
明
は
余
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
重
要
な
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
 

末
巻
の
基
調
は
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
批
判
に
あ
り
、

三
願
転
入
序
以
後
の
引
文
を
含
め
て
末
巻
の
内
容
は
、

「
竊
以
聖
道
諸
教
行
証
久 

廃
浄
土
真
宗
証
道
今
盛
」

と
起
筆
さ
れ
た
後
序
の
前
奏
部
と
い
う
意
義
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。

小
論
で
は
大
集
経
に
つ
い
て
の
み
と
り 

あ
げ
る
に
と£

ま
っ
た
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
に
詳
細
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
 

佐
々
木
教
悟
著
『
イ
ン
ド
仏
教
』(

ニ
八
六
—
七
頁)

に
は
、
赤
沼
智
善
教
授
の
説
に
よ
っ
て
、
月
蔵
分
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
『
婆
娑
論
』
、



『
阿
育
王
伝
』
、
『
雑
阿
含
』
、
『
迦
旃
延
比
丘
経
』
、
『
迦
丁
比
丘
経
』
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
 

山
田
竜
城
著
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』
五
八
二
頁
。
な
お
、
同
氏
の
「
蓮
華
面
経
に
つ
い
て
」(

『
山
口
博
士
還
曆
記
念
印
度
学
仏
教
学
論
叢
』) 

二
三
頁
に
は
、

末
法
の
原
語
に
つ
い
て
堪
冷
す
お
整3

3

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

梶
山
雄
一
著
『
大
乗
仏
典
22
親
鸞
』
解
説
三 

二
ハ
頁
に
は
、
『
三
昧
王
経
』
や

『
法
華
経
』
の
漢
訳
者
が
「
末
法
」
と
訳
し
た5

社
号̂

1
1
1

ヲ

せ

唇

第
(

正
法
の
消
滅)

と
い
う
語
は
、
佶
巳, 

ー
ー

畀

宙

&

ーー
^
^
 
(

正
法
の
隠
没)

と
い
う
語
と
ほ
と
ん
ど
同
義
に
使
わ
れ
、

い
づ
れ
も
必
ず
し
も
像
法
千
年
が
終
っ
た
あ
と
に
起
る
わ
け
で
は 

な
く
、
釈
尊
滅
後
、
ま
も
な
く
、
あ
る
い
は
像
法
の
う
ち
に
も
起
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
。
同
書
四
二
五
頁(

24)

参
照
。

③
 

佐
々
木
教
悟
著
『
イ
ン
ド
仏
教
』
第
六
章
正
法
隠
没
思
想
管
見
一(

二
七
四
——
二
九
二
頁)

二
(

二
九
三
—
三
〇
七
頁)

参
照
。

そ
こ
で
は
正
法(
筒
〇.
〇.ー

ー
？1
1
1
1
1
1
1
3  

-

像
法
公
注&

5
1
1
1
1

ー
!

ミ
黑
才
^'
讣

巴

の

語

は

『
相
応
部
』

ニ
ハ
ノ 

ー
三
、
『
雑
阿
含
』
巻
三
二
、
『
ミ
リ
ン
ダ 

王
の
問
い
』
等
に
説
か
れ
、
『
智
度
論
』
巻
ハ
ハ
に
は
「
仏
滅
度
五
百
年
後
、

像
法
中
衆
生
、

愛
ー
ー
著
仏
法"

堕
ー
ー
著
法
中
一:.

」
と
表
さ
れ
、
『
瑜
伽 

論
』
菩
薩
地
巻
四
〇
に
は
愛
楽
像
似
正
法
戒
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
危
機
感
に
お
い
て
、
令
正
法
久
住
の
志
願
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

④ 

大
正
蔵
巻
九
・
三
七
。
、
三
八
頁
駕

⑤
 

真
宗
聖
教
全
書
ー
，
二
八
一
——
二
八
二
頁
。

@

同
書
三
六
四
頁
。

⑦ 

大
正
蔵
巻
二7

一
〇
〇
五
頁
。
大
正
蔵
巻
二
五'

ハ
ハ
一
頁
し
。

⑧ 

真
宗
聖
教
全
書
一
ニ
ー
一
七
八
—
九
頁
。

⑨ 

同
書
三
七
九
頁
。

「
皆
堪
紹
隆
仏
法
」
の
語
は
、
『
大
集
経
』
に
な
く
、
『
維
摩
経
』
巻

上
(

大
正
蔵
巻
十
四
・
五
三
七5

の

「
紹
一
一
隆
三
宝
一
能
使
レ
不
レ
絶
」
に
依 

る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は

『
教
行
信
証
信
巻
』
に
こ
の
文
を
真
仏
弟
子
の
教
証
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

⑩ 

同
書
三
八
一
頁
。

@

同
書
四
一
〇
頁
。

⑫

山
本
仏
骨
稿
「
道

綽
(

安

楽

集

を

中

心

と

し

講

座

親

鸞

の

思

想6

』
九
四
丄
ハ
頁)

に
は
、㈠

鎮
西
良
忠
『
決
疑
鈔
』
の
説
、㈡

存
覚 

『
六
要
鈔
』
巻

六

の

説

知

空

『
安
楽
集
鑰
門
』
の
三
説
を
挙
げ
、
知
空
が
『
月
蔵
経
』
法
滅
尽
品(

大
正
蔵
巻
一
三
、
三
七
七
頁)

に
説
か
れ 

た
白
智
童
真
菩
薩
に
対
す
る
偈
に
「
こ
こ
に
お
い
て
ー
と
し
て
能
く
我
法
を
持
す
る
も
の
あ
る
こ
と
な
し
。
賢
劫
の
諸
菩
薩
、
能
く
我
法
を
持
す
る



⑰⑯⑮⑭⑬
に
堪
え
た
り
」
の
文
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
て
い
る
。

同
書
四
四
一
頁
。

真
宗
聖
教
全
書
一
・
六
六
一
頁
。

同
書
四
六
頁
。

同
書
五
三
四
頁
。

森
三
樹
三
郎
稿
「
中
国
思
想
上
に
お
け
る
善
導
の
地
位
」(

仏
教
大
学
善
導
教
学
研
究
会
編
『
善
導
教
学
の
研
究
』)

一
四
—

一
五
頁
。
 

我
が
国
で
の
末
法
思
想
に
つ
い
て
は
、
高
木
豊
編
『
論
集
、

日
本
仏
教
史4

鎌
倉
時
代
』
所
収
の
高
木
豊
稿
「
鎌
倉
仏
教
の
歴
史
過
程
」
、

平 

雅
行
稿
「
末

法

・
末
代
観
の
歴
史
的
意
義
—
浄
土
教
中
心
史
観
批
判
」
等
参
照
。
但
し
、
平
氏
の
論
文
に
は
鋭
利
な
問
題
提
起
が
み
ら
れ
啓
発
さ
れ 

る
点
多
大
で
あ
る
が
、
そ
の
論
述
内
容
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
私
考
す
る
。

㉛㉚㉙㉘㉗㉖㉕㉔㉓㉒㉑⑳⑲⑱

真
宗
聖
教
全
書
一
・
七
二
九
頁
。
 

同
書
九
一
九
—
九
二
〇
頁
。

恵
心
僧
都
全
集
第
一
巻
三
五
七
頁
。
 

真
宗
聖
教
全
書
一
・
九
五
三
—
九
五
五
頁
。

同
書
九
八
三
頁
。

真
宗
聖
教
全
書
四
・
ニ
ニ
ニ
頁
。
親
鸞
聖
人
全
集
輯
録
篇
一
、
二
九
六
—
ハ
頁
。
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
四
〇
五
頁
。

同
書
ー
ー
四
— 
ー
ー
五
頁
。
 

同 

同
書
ニ
ー
五
頁
。
 

同 

同
書
六
六
頁
。
 

同

ー
、
九
四
頁
。
 

同

二
、
二
八
二
頁
。 

同

ー
、
二
六
頁
。
 

同

真
宗
聖
教
全
書
二
・
四
八
三
頁
。
親
鸞
聖
人
全
集
漢
文
篇
一
ニ
ニ
頁
。

同
書
五
一
七
頁
。
 

同
書
一
六
七
頁
。
 

同
書
一
七
五
頁
。
 

同
書
一
七
五
頁
。

同 

和
讃
篇
一
六
〇
頁
。
 

同 

教
行
信
証
三
一 

ー
頁
。
 

同 

教
行
信
証
三
二
七
頁
。
 

同 

教
行
信
証
三
二
七
頁
。

ニ
ニ
〇
頁
。

六
三
四
頁
。

一
八

一
—
二
頁
。



真
宗
聖
教
全
書
二
・
一
七
五
—

一
七
七
頁
。
 

同
書
一
七
七
—

一
七
ハ
頁
。

同
書
一
七
八
—

一
七
九
頁
。

同
書
一
九
〇
頁
。

同
書
四
ニ
ニ
頁
。

同
書
一
九
一
頁
。
 

同
書
一
九
一
頁
。

同
書
五
二
ハ
頁
。

同
書
七
二
頁
。

親
鸞
聖
人
全
集
和
讃
篇
ニ
ー 

ー
頁
。

同

同
書
四
九
七
—
四
九
八
頁
。
同

同
書
七
七
七
頁
。

同

教
行
信
証
一
三
ハ
頁
。
 

和
讃
篇
六
一
頁
。
 

言
行
篇
一
〇
頁
。


